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s 菱液晶ディスプレイ 

Diamondcrysta WIDE 
RDTS33WLM シ u - ズ 


取扱説明書 


P 2 ち < じ 



HDm ■面 


■ この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。 

特に r ま全のために必ずお守りくださしりは、液晶ディスプレイをご使 
用の前に必ず読んで正しくお使いくだをい。 

■ 保証書はおず「お買い上げ曰-販売店ち」などの記入を確かめて、販売 
店か5お受け取りください。 

■ 「セットアップガイド J は「保証書 J と共に大切に保管してくだをい。 
■ おず、転倒-落下防止処置を実施してください。 

■ この取扱説明で書巧の URL はクリックずるとウェブサイトへリンクしまず。 


製品登録のご案内 


兰菱電機では、ウ I プヴイトでのアンケートにお答えいただくと 
お客様に役立つ各種サービスをウェプサイトにて利用でをる 
r 製品^サービス」を実施しておりまず。 

言羊しくはこち6をご覧ください。 

www.MitsubishiElectric.co.jp/mypaqe 


夕 3) ご使用の前に 


P 已）ま全のために必ずお守りください 


P 8 J 使用上のお願い 


を1¢ 各部のはた5き 

阿 使用の準備 
(^ T ) 機能 



たとさ 


r 

dSS 付録 

L _ 


「了 イスプレイ」のすームぺーソ： WWW.M け subishiElectnc.co.jp/dispiay 
INTERNET INFORM 冉 TION S DOWNLOADS SERVICE 


【個人のお客様】 PC リサイクルマーク申込のご案内 

ご注意：法人でご購入いただいた製品は無償提供の対象外でず。 


個人でディスプレイをご購入いただいたお客様には、無償で 「PC 
リサイクルマーク」を提供しておりまず。 

ご購入後、お早めに下記のリサイクル窓□ホームページか6お申し 
込みください。(画面の （ PC リヴイクルマ-ク申込 か 5 お入りください。 ) 

www.pc-eco.jp 


































各部のはたらを 

本体正面 . 

本体背面…… 


使用の準備 


[準備1 0] 設置する 
[準備1 1] 画面の角度を調節する •• 

[準備1 2] 画面調節 . 

才ートセツトアツ前する 
(□■SU 巨入力のとき） . 

陣備13 ] Windows® 

セットアップ障報 . 

[準備1 4] 省エネ設定をする 

EC □設定の変更 . 

ECO メーターの表示 . 


使用するための流れ . 12 

陣瞄1 ] ディスプレイを組立;てる . 13 

スタンドを組立てる . 13 

完成したスタンドを本体に取り付ける • 13 
ブ□ックネックスタンドの特長 .] 4 

[準備 2] スタンドの後部べースを 
取り外し壁に害せる . 14 

陣瞄 3] ディスプレイとコンピューター (PC) 

似下コンピューターと PC はち M 吾として使用する） 

を接続する . 1已 

1台のコンピューターを接続 .] 已 

2台のコンピューターを接続 . ]已 

2台または3台のコンピューターを接続.•••16 


コンピュータ^オーディオ出力端子 
と接続 .] 7 

[準備 4] ディスプレイと AV 機器を 
接続する . 18 

[準備 5] ヘッドホンを接続する . 19 

[準備 6] 電源〕ードを本機に接続する‘20 

[準備 7] ケーブルをまとめる . 20 

[準備8 ] 電源プラグのアースリード線 
を接続する . 21 

[準備 9] 電源プラグを AC100V 電源 
コンセントに接続する . 21 
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ご使用の前に" • 

何びでさるの? 
付属品の確認 • ■ 
本書の見かた•’ 


機能 


OSDl® 卿誠 . 27 

乍 . 28 

画質 . 29 

映像モード . 30 

調整 . 31 

音声 . 32 

ECO PROF.. 33 

ツール . 34 

OSD/ 情報 . 3已 

OSD 機能補足説明 . 36〜37 

工場プリセットタイミング . 38 

その他の機能について . 39 

困ったとさ 

故障かな？と思った5 . 40 

本機を廃棄するには（リサイクルに関する 

情報） . 4己 

保証とア フターヴー ビス . 46 

個人情報の取り扱い . 46 

付録 

再栖包するとき . 47 

市販のアームを取り付けるとき . 48 

用語解説 . 50 

仕様 . 52 

さぐし、ん . 已3 


安全のために必ずお守りください 

ま全のために必ずお守りください . 已 

使用上のお願い 

使用上のお願い . 8 

液晶ディスプレイの上手な使いち ••••• 8 

各部のはた5さ 


ご使用の前に 
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〇 〇1 


2 2 3 4 已 666 
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ご使用の前に 


省エネで節約 


中 26 ， P33 


ECO Professional 機能 (ECO PROF.) 

EC 日設定にて使用時の消費電力を節電できるほか、 EC 日メーターで現在の省エネ電力値をリアルタイムに表示ずるなど、省エネ 
に配慮した設定をすることびできます。 

パワーマネージメント機能 BSSEM 

待機電力は、ス U —プモード時日.3日下/オフモード時 0.2 WL ^ rF です。 


コンテンツに合った適切な画質を簡単設定 


-P30P36 


DV MODE 機能 (Dynamic Visual Mode) 

スタンダード、 IV テキスト、フオト、 sRG 巨、 TV 、 シネマ、ルックアップの7つのモード設定か5、お好みに応じた画質モードをお 
選びいただけます。 


[ 複数台のコンピューターや AV 機器と接続可能 


3系統入力 B33 

アナ n グ出力とデジタル出力のコンピューターを本機につなぎ、画面を切り替え表示させることびできます。 

HDMI 入カコネクター 装備 Mi ■化 ■ 

コンピューターや AV 機器と HDMI 接続することびできます。 

DVI-D (HDCP 対応） BsH;, お 

コンピューターや AV 機器の HDMI 出力端子と本機の DVI - □入力端テの間を市販の変換ケーブルで接続すると、 AV タイミング信号を 
表示することびでさます。 

♦全ての HDMI 機器への接続を保証するちのではありません。 

コンポーネント信号対応 BaataasiM 

AV 機器の□出力端子や RCA 出力端子と本機の S 二 D-SUB 入力端テの間を市販の変換ケーブルや変換アダプターを使巧して接続ず 
ると、 AV タイミング信号を表示することびできます。 

才 一 J v— スキャン機能搭載 BSSM 

AV 信号を表示する場を、映儘によっては画面の周囲にノイズび見えることびあります。 

「オーバースキヤン」の設定を変更することで、画面のか周部をカットし、ノイズを隠すことびでをます。 


精織な階調表現力を生かした、高精度なガンマ補正 


10ビットガンマ機能 

さめ細かく、滑らかな階調表現を実現します。 

画面をお巧みのげ態に調節/設定できる 


中 27 〜 P38 


0SD(0n Screen Display) 機能 _ 

画面の明るさ、表示位置やサイズの調節、 カラー 設定 、 EC 日 PR 日 F . 機能設定などを 日 SD 画面により調節することびできます。 
日 SD 機能そのものに関する操作 （日 SD 表示時間、操作□ックなど）もできます。 


壁寄せ設置できる 


分割方式ベーススタンド 

前後分割可能なベーススタンドの採用により、後部ベースを取りがすことで壁に寄せる設置びでき、机をにく使ラことびできます。 


ブ□ックネックで画面の高さを調節でさる 


ブ□ックネックスタンド B3EM 

付属のブ n ックネックの装着数を加減ずることによって、お好みの画面の高さへ段階的に調節でさます。 
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ご使用の前に（つづき) 


付属品の確認 


お買い上げいただいたときに同個されている付属品は次のとおりでず。 

万一不足しているものや損傷しているものがありました!5、販売店までご連絡ください。 



本書の見かた 


本書の表記のしかた 

ta jH 取扱い上、特に守っていただをたい内容 
Bajifcm 取扱い上、参ちにしていたださたい内容 
B 3 SM :参考にしていたださたいページ 
1141 mu : Windows ® と Macintosh 両方に関わる内容 
y \ l 歷ふ Windows ® のみに関わる内容 
mm : Macintosh のみに関わる内容 


知りたいことを探ずために 

や 0 たいことから探す一「何びでさるの？」 I 
言葉と意昧で探ず^「用語解説」 

もくじで探す一「もくじ」! 

さくいんで探す一「さくいん」 



この装置は、クラス巨情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置び 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障書を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 VCCI-B 


_本機は付属の電源コードおよび信号ケーブルを使巧した状態で VCCI 基準に適合しています。_ 

本製品は社団法人電子情報技術産業協妄び定めた「表示装置の静電気および低周波電磁界に関ずるガイドライン」に適含しています。 


当社は、国際エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして、本製品び国隙エネルギースタ- 
品に関する基準を満たしていると判断します。 


-プ□グラムの対象製 




本製品は PC 3 R 「 PC グリーンラベル制固の審査基準（★★☆2日10年度版）を満たしています。 
詳細は、 Web サイト： www.Dc3r.iD をご覧< ださい。 


本製品は rJ - Moss グリーンマーク•ガイドライン」に基づく J - Moss グリーンマークを表示しています。 

「 J - Moss(JIS C 日目日日)」に基づく特定の化学物質（鉛、水銀、カドミウム、六価ク□ム、 P 日目、 PBDE ) の含有 
状況についての情報を公開しています。 

詳細は、ウェブサイト： V.::.:’ りた I':..’ . 11.. r; しし.；な U 11— i:!L ： い ’. ；こ ‘ 1 ’ II irrerii. をご覧ください。 

お名： RDT 233 WLM / RDT 233 WLM (目 K ) 


图 


■本書の内容の一部または全部を無断で転載することは固くお断りします。 

■本書の内容について、将来予告なしに変更することびあります。 

■本書の内容については、万全を期して作成しましたび、万一誤り、記載われなどお気付きの点びありました5ご連絡ください。 

VISE 日、 Diamondcrysta、Diamondcrysta WIDE 、 DIAT 日 NE、ECO Professional は、兰菱電機株式会社の登録商標です。 
Microsoft . Windows Vista 、 Wind 日 ws は、米国 Micros 日 ft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
Macint 日 sh は Apple 社の米国等における登録商標です。 

HDMI 、 HDMI □コ‘および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensin 呂 LLC . の米国及びその他の国における商標または 
登録商標です。 

その他、この取扱説明書に記載された社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 
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異物をいれない 
特にお子さまにごを意 

通風口などか5金属類や 
燃えやすいをのなどび 
入ると、火災-感電の 
原因になります。 


万一入った場合は、すぐに電源を切り、 
電源プラグをコンセントか5抜いて販売 
店にご相談ください。 



アースリード線を接続ずる 


〇 


アース U —ド線を接続しな 
いと故障のときに感電のマ線 
原因になります。 を接結ずる 

アース接続は必ず電源プラグをコンセ 
ントに接続する前におこなってください C 
また、アース接続をがす場合は、必ず電 
源プラグをコンセントから巧いてか5お 
こなってください。 


アースリード線を挿入-接触しない 



0 

禁止 


電源プラグのアース U — ド線を電源コン 
セントに挿入-接触させると火災-感電 
の原因にな0ます。 


雷が嶋り出した5、 

電源プラグには触れない 


(B 


感電の原因にな0ます。 接軸禁止 


Jlu 



故障（画面が映5ないなど）や煙、変 
な音-においがずるとさは使わない 


巧_ 

し‘,ブン~~、 


0 


使用禁止 


乂災-感電の原因になります。 


裏ぶたをはずさない 


§ぶ 高圧ま意分解禁止 


内部には電圧の高い部分びあ0、さわる 
と感電の原因になります。 



修理•改造をしない 

けび-火災-感電の 
原因にな0ます。 


⑩ 

修理-改造禁止 


異常のまま使用ずると、乂災•感電の原因になりまず。 

すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか5巧いて、販売店に修理をご巧頼ください。 


プラグを巧く 


安全のために必ずお守りください 


この取扱説明書に使用している表示と意味は次のよラになっていまず。 

誤った取扱いをしたとをに生じるな険とその程度を、次の表示で区分して説明していまず。 


図記号の意味は次のとおりでず。 


参ご使用の前こ、この欄を必ずお読みになり、正しくま全にお使いくださし、。 






A 警告 




誤った取扱いをしたときに、死こや 
^ S & 重傷などの重大な結果に結びつく可能 
性があるもの 


A 


A ゴ3-誤った取扱いをしたときに、傷害 

ま思讚 J 屋•綱などの損害に結び 


0 

絶対におこなわない 

〇 

必ず指示に従っておこなラ 


絶巧に分解-修理-改造はしない 

〇 

必ずアースリード線を接続ずる 

€ 

必ず電源プラグをコンセントか5巧< 

A 

高圧ミち意（本体を面に表示） 

感 

絶巧にかにめ6さない 

風 

絶巧に觸れない 

d) 

絶巧に濡れた手で触れない 

瓜 

挟み込みにま意ずる 


万一異甫ぴ発をしたとをは、電源プラグをすぐ巧く!! 



こ 

と 

る 

か 

か 


を売るり 
ド販すな 
-の用に 
n げ使因 
源上ま原 
電まの 
、買のど 
レは〇おそな 
プムロ切て。電 
ス場をいい感 
イた源なさ. 
デつ電5だ災 


のい晶入のか<乂 
水な液に体卜絡. 
やかび部本ン連障 
場置ど内にセご故〇 
呂になのぐンに'す 
風ろ水イす n ちとま 


百 






























































安全のために必ずお守りください（つづき) 


ポリ袋で遊ばない特におモさまにごを意 

を 

本体包装のポリ袋を頭か5かぶると窒息の 
原因にな0ます。 

本機にのったり、ぶ5下がったりしない 
特にお子さまにごま意 

谷 

落下してけびの原因にな0ます。 

液晶を□にしない 

液晶 y くネルび破損し、液晶び漏れ出た場合は、 

A 

ミ夜晶を吸い込んだり、飲んだりずると、中毒を 

警告 

起こす原因になります。万一□に入ってしまったり、目に 

入ってしまった場合は、水でゆすいでいたださ、 

医師の診 

断を受けてください。手や衣類に付いてしまった場含は、 
アルコールなどで拭さ取り、か洗いして<ださし、。 


傾斜面や不を定な場所に置かない 

落ちたり、倒れたりして 
けがの原因になりまず。 



0 

禁止 


転倒-落下防止対策をおこなラ。 

転倒-落下防止器具を取0付け 
る壁や台の強度によっては、 
転倒-落下防止効果び大幅に 
減かします。その場合は、適切 
な補強を施して<ださい。また、 
転倒-落下防止対策は、けび 
などの危害の軽減を意図した 
わのですび、全ての地震に 
巧しての効果を保証するちの 
ではありません。 



〇 


転側-落下 
を防止ずる 


設置台を補強する 



丈夫な紐などで製品を壁とつなぐ 


電源コードを傷つけない 

熱お具のそば 



0 

傷つけ禁止 


下敷き 


コードをひっぱる 


重いちのをのせた0、熱器具に近づけた 
り、無理に引っ張ったり、巧り曲げた 
まま力を加えた0しないこと。コードび 
破損して火災-感電の原因にな0ます。 


電源プラグを奥まで差し込む 

しっか0と差し込まれ 
ていないと火災-感電 
の原因となることびあ 
0ます。 



〇 


しっかり差し 


込む 


めれた手で電源プラグ 
を巧き差ししない 

感電の原因にな0ます。 




めれ手禁止 



電源プラグを持って抜く 

コードを引っ張ると 
傷びつさ、火災-感電 
の原因にな0ます。 


〇 


プラグを持つ 



正しい電源電圧で使用ずる 

指定の電源電圧が 

で使用すると火災- 正しぃ電源電圧で使用 

感電の原因になります。 


〇 


一般のご家庭のコンセント ( AC 1 日日 V )で 
お使いいただくための電源つードを添付して 
お0ます。 

AC 1 0日 V し^(か爆大 AC 24日 V )でご使巧の隙 
には、お使いになる電圧に適した電源コード 
をご準備の上お使いください。 

本機に添付している電源コードは本機専用で 
す。ま全のため他の機器には使用できません。 

電源プラグのほこりなどは 
定期のにとる 

火災の原因になります。 

1年に一度は電源プラグの定期的な 
清掃と接続を点検してください。ほこりを取る 


〇 


A 警告 


ii 


いさ 

んぐ 


お手入れの際は電源プラグを抜く 

感電の原因になります。 

□ urin 畳 servi 巳 in 呂 . disconnect the 
plug from the socket - outlet . 


€ 


プラグを抜く 


長期間の旅行、列出のときは 
電源プラグを巧く 

火災の原因となることび 
あります。 



を 


プラグを巧く 


接続線をつけたまま移動しない 

乂災-感電の原因になります。 

電源プラグや機器間の接続線をはずした 
ことを確認の上、移動してください。 



0 

禁止 


電源および電源コードについて 


取扱いについて 
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安全のために必ずお守りください（つづき) 



設置のとをは次のことをお巧り<ださい。 


風通しび悪かったり、置き場巧によっては、内部に熱びこをり、乂災や感電の原因になります。 


狭い所に置かない 


あお向けや横倒し、さかさまにしない 直射日光や熱器具のそばに置かない 



巧などで通風孔をふさがない 



車載用禁止 


車載用など移動用途には使 
用でさません。故障の原因 
になることびあります。 


0 

設置禁止 


0 

禁止 


0 



屋外での使用禁止 

本機は屋内での使用を想定 
しています。屋がで使巧す 
ると故障の原因となること 
びお0ます。 


手の挟み込みに注意 

スタンドの角度調節時や取 
り付け、取0がし時に手を 
挟むとけびの原因になりま 
す。 


0 

i 外での使月 
禁止 


瓜 

手の挟み込みに 
を意 


液晶パネル面を強ぐ押さない 

傷びついたり、破損してけび 
の原因になります。 
持ち上げる際または運搬の際 
に、液晶パネル面に指をかけ 
て強く押さないでください。 



0 

設置禁止 


0 

禁止 


液晶パネルに衝撃を加えない 

破損してけびや故障の 
原因になります。 



湿気やほこりのをい巧、 
油煙や漏気の当たる巧に 
置かない 
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使用上のお願い 


液晶ディスプレイの上手な使い方 


For use in Japan onlv 


日本国内専用でず 

この液晶ディスプレイは 
曰本国巧用として製造- 
販売しています。 

曰本国外で使用された場合、 

当社は一切責任を負いかねます。が 
また、この製品に関する技術 

相談、アフターヴービス等も曰本国かではおこなってしほせん。 
This color monitor is desi 呂 ned for use in Japan and 
can not be used in any other countries . 



上手な見方 

画面の位置は、目の高さよりやや低く、目か5約40〜 70 cm 
はなれたぐ5いび見やすくて目の疲れびかなくな0ます。明 
るすざる部屋は目び疲れます。適度な明るさの中でご使用く 
ださい。また、連続して長い時間、画面を見ていると目び疲 
れます。 


〇 


長時間同じ画面を表でしない 


長時間同じ画面を表示しない 

長時間同じ画面を表示していると、画 
面表示を変えたとさに前の画面表示が 
残ること（残像）びあ0ますが故障で 
はありません。画面表示を変えること 
で徐々に解消されますび、あまり長時間同じ画面を表示すると 
消えなくなりますので、同じ画面を長時間表示するよラな使い 
方は避けてください。 

「スク U —ンセーバー」などを使用して画面表示を変えたり、 
使用していないときは省電カモードにするか、電源をオフする 
ことをおすすめします。 


1年に一度は巧部掃除を 

内部にほこ0びたまったまま使うと、 
故障の原因になります。 

内部掃除は販売店にご依頼<ださい。 


乂災や 


〇 


巧部掃除 



液晶ディスプレイを廃棄ずる場合 

本磯を廃棄する場合は、資源有効利用促進法に基づく、 
回収- U サイクルにご協力くださし、。 

( HiEisI 本機を廃棄するには) 


お手入れの際は電源プラグを抜いてください。 


を 

プラグを巧く 



液晶パネルのお手入れ 

パネル表面は傷つさやすいので、固いわので 
押したりこすったりしないよラに、取り扱い 
には十分ミち意してくださし、。 

パネル表面は触指などによ0巧れることのな 
いよラにごを意ください。 

パネル表面び汚れた場合には、乾いた巧で軽くふ走とってく 
ださい。また、きれいな巧を使用されるとともに、同じ巧の 
繰り返し使用はお避けください。 

溶剤を使巧される場合は!^^下のわのを推奨いたします。 

その隙は溶剤び残5ないようにしてください。〔水、エタノ 
ール、イソプ□ピルアルコール）推奨!;(がの溶剤（酸、アル 
カリ、アセトン等）は使用しないでください。溶剤類や水滴 
等び液晶ディスプレイ内部に入ったり表示面!;の液晶ディ 
スプレイ表面に付着すると製品を破壊する恐れびありますの 
でごを意ください。 


キヤビネツトのお手入れ 

柔5かい布で軽くふき取ってくださし ' i 。 巧れび 
ひどいときには水でラすめた中性洗剤に浸した 
巧をよくしぼってふき取り、乾いた布で仕上げ 
て < ださい。 



0 

使用禁止 


キャビネットを傷めないために 

キャビネットの表面はプラスチックび多<使 
ねれています。 

ベンジンやシンナー、アルカ U 性洗剤、アルコー 
ル系洗剤、 ガラスクリーナー、ワックス、研磨ク 
リーナー、粉石験などでふいたり、殺虫剤をかけ 
たりしないで<ださい。変質したり、塗料びはげ 
る原因となりまず。 

(化学ぞラさんご使用の隙は、そのま意書さに従 
つて<ださい。） 

また、ゴムやビニール製品などを長時間接触 
させたままにしないでください。 
キャビネットび変色した D 、 変質するなどの原因 
となります。 


0 


使用禁止 
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使用上のお願い（つづさ) 


電波巧害について 


本機は規格を満たしていますび若干のノイズび出ています。 

「ラジオ」などの機器に本機を近づけると互いに妨害を受け 

ることびあります。その場含は、機器を影響のないところま 

で本微か5離してください。 

搬送についてI 

♦ 弓 I っ越しや修理などで本機を運搬する場合は、本機用の 
個包箱と禮衝材および包装巧のシートや袋をご巧意<ださ 
い。 

♦ 本機は立てた状態で運搬してください。横倒しにして運搬 
した場合、液晶パネルのガラスび破損したり、点欠陥び増 
加する場含びあります。 

保管について) 

♦ 長期保管される場含は、電気的な性能を維持するために、 
定期的（色ヶ月に1回程度）に通電してください。 

♦ 輸送•保管時には、水/3ミ/ホコリや衝撃の保護のために、 
ご購入時の包装材（箱/袋/緩衝材）を使用されることを 
お奨めしまず。 


液晶パネルについて 


♦ 液晶ディスプレイは精密度の高い巧術で作5れてお0 
ますび、画面の一部に点灯しないドットや常時点灯し 
ているドットびある場合びあ0ます。 

これは故障ではあ0ません。 

本製品の有効ドット数の割含は9目召99曰卿ん L です。 

有効ドット数の割合とは、 r 対応するディスプレイの 
表示しラる全ドット数のうち、当社で保証する表示可 
能なドットの割合」を示しています。 

「画素」および「ドット」という言葉はに日] 34日日-2に 
従い、正確に表現すると、 r 画素」は「ピクセル 
( pixel )」 、 「ドット」は r 副画素」とも呼ばれ 
「サブピクセル ( subpixel )」 となります。 

つま0、 「画素」は実態のある副画素と言われる発光 
する点か5構成され、「副画素」は、画素に色または 
階調を与えるちので、一つの画素内で個別に処理され 
る分割された画素内部構造を示します。 

♦ 液晶パネルび巧れた場合は、脱脂綿か柔5かい巧でお 
さ取ってください。 

素手で触5ないでください。 

♦ 液晶パネルにか滴などびかかった場合は、すぐに}式き 
取ってください。 

そのまま放置すると液晶パネルの変質、変色の原因に 
な0ます。 

♦ 液晶パネルを傷つけないで<ださい。 

硬いちので液晶パネルの表面を巧した0、ひっかし、た 
りしないで < ださい。 


■ お客様または第 Z ちが本機を使用中または誤使用により生じた故障やその他の不具含または本機の使用によって受けられた損害 
については、法令上賠價責任び認め5れる場含を除さ、当社は一切の責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 
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各部のはた 5 き 


本体正面 


へッドホン端子 

へッドホンを接続し 
て使用でさます。 


底面視 


電源ランプ I 

電源を入れたとを電源 I 
ランプは緑色に点灯し I 
ます。 

パワーマオ P —ジ方ント 

gialcb ■ 機能び作動 I 

中は憧色に点灯します 。I 
消画モード I 
機能び動作中は緑色で 
I ，甘、滅します。 



MENU / ▼ボタン 

OSD 画面が表示されてい 
ないとさ 

日 SD 画面を表示します。 

OSD 画面が表示されてい 
るとを 

,縦ち向の副項目メニュー 
I を選択しまず。 


◄ボタン 

OSD 画面が表示されていな 
いとを（ホットキー機能） 

設定したホットキー機能び動作 
します。 

工場出荷時設定 ： DV MODE 

OSD 画面が表示されている 
とを 

左ち向へのを項目^ニューの 
選おおよび設定項目の選択/ 
調節をおこないます。 


►ボタン 

OSD 画面が表示されていな 
いとき（ホットキー機能） 

設定したホットキー機能び動作 
します。 

工場出荷時設定：音量 

OSD 画面が表示されている 
とを 

ち方向へのを項目^ニューの 
選おおよび設定項目の選択/ 
調節をおこないます。 


INPUT/EXIT ボタン 

OSD 画面が表示されていない 
とを 

[D-SU 巨 一 DVI-D — HDMI 」 

の順で入力切り誓えを行し、ます。 
OSD 画面が表示されているとさ 
選択している日 SD 項目;ニュー 
か5抜け出る時に巧します。 

主項目メニューび選択されてい 
る状態の場合は、日 SD 画面び消 
えます。 


電源スイッチ 

電源をオン/オフします。 

t ：。 巧 iMl 

電源を短時間のラちにひんぱんに 
オン/オフしないでくださし、。 
故障の原因となることがあ0ます。 


邸 ipia 


I をご覧ください。 


各ボタンによる詳しい日 SD 画面の操作については 「 OSD 画面の基本操作」03 
イボタンと►ボタンには DV MODE 、 音量、消音、ブライトネス、消画モード、オフタイマーの中から 
お好みの機能をホットキー（ボタンでの直接操作）として割り付けることができます 。 BiESI 


















































































































各部のはたらさ（つづさ) 


本体背面 


把手 

持ち運びに便利です。 


VESA 規格準拠穴 

拟下、 VESA 巧と記獻 
巿販のアームスタンド 
を取り付けられます。 
(M4-100mm ピッチ） 


盗難防止用□ック穴 

盗難防止用のキー 
(Kensington 社製） 

を取り付けられます。 


1 
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電源 入カ コネクター 

電源コードを接続しまず。 

才ーディオ入力端子 (= ニ ジャック )^ 

付属のオーディオケーブルで P 巳と 
接続しまず。 

D-SUB、DVI-D 入力時にち効でず。 

HDMI 入力時は音声選択機能 HsS 3 
を rpcj に設定している場合に有効 
になります。 


ケーブルホルダー 

接続後のケーブルを 
ずつさ D まとめます。 


HDMI 入カコネクター 

巿販の HDMI ケーブルで AV 機器 
または PC と接続します。 





@晤器瑚贼 



信号入カ コネクター ( D - SUB ) 

I 付属のミニ D-SUB1 已ピンケーブルで P 巳と 

接続します。 


信号入カ コネクター ( DVI - D ) 

付属の DVI- □ケーブルで PC と接続します。 
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使用の準備 


使用ずるための流れ 


陣備 1] 


こ 


广 


电 


陣備 6] 


陣備 8] 


♦ 


陣備 9] 


ディスプレイを組立てる 

ブロックネックをお好みの画面高さになる数量で重ねる 
ブロックネックとベーススタンドを組み合わせる 
完成したスタンドを本体に取り付ける 


み 


[準備 2] 


スタンドの後部べースを取り外し壁に害せる 


后 


陣備 3] 


コ 


ディスプレイとコンピューターを接続ずる 

1台のコンピューターを接続（デジタル接続/アナ□グ接続） 

吕台のコンピューターを接続（デジタル1系統/アナログ1系統同時接続） 

吕台または3台のコンピューターを接続（デジタル吕系統/アナログ1系統同時接続） 
コンピューターのオーディオ出力端テと接続 


み 


陣備 4] 


〇 


[準備已] 


ディスプレイと AV 機器を接続ずる 


へッドホンを接続ずる 


コ 


電源コードを本機に接続ずる 



ケーブルをまとめる 


電源プラグのアースリード線を接続ずる 


電源プラグを AC 100 V 電源コンセントに接続ずる 


陣備 10] 


設置ずる 


L| 


画面の角度を調節ずる 


陣備1 


画面調節 


广 


み 


Windows ® セツトアツプ情報 

み 


陣備 14] 


省エネ設定をずる 
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これでコンピューターとディスプレイの準備は終わりでず。 

























































































































IBD ディスプレイを組立てる 


お願い 


組み立ては、必ず「手順1」^ r 手順2」の順番で実施してください。 


r 手順1」スタンドを組立てる 


ブ□ックネックをお巧みの画面高さになる数量で重ねる 


付属のブ□ックネックは、画面高さびお好みの位置になる数量をお使い<ださい。 
説明図は付属のブ□ックネック3個を全て使用した状態でず。 

付属の2段ブ〇ックネックと1段ブ□ックネックを積み重ねまず。 

□ックボタン部で「カチッ」と音びずるまで、しっかり差し込んでください。 


□ックボタン 


ブ□ックネックとベーススタンドを組み合わせる 


付属のベーススタンドに重ねたブ□ックネックを取り付けます。 

□ックボタン部で「カチッ」と音びするまで、しっかり差し込んでください。 




お知6せ 


ブ□ックネックをベーススタンドへ差し込む時、 
ベーススタンドの□ックボタンを置く押すと挿入 
び容易になります。 

ベーススタンドの溝に入りにくい場合は、 指を挟 
まないようにま意しなが 5 A 部を押してください。 


r 手順2」完成したスタンドを本体に取り付ける 


図のよラに水平な机の上に、ブロックネックとベーススタンドを組み合わせた 
ベース部を置いてください。 

本体に装着されているネック部分と最上段のブ□ックネックの凹凸部を重ね 
合わせて、□ックボタン部で「カチッ」と音びするまで、しっかり差し込ん 
でください。 

A を意 

参べーススタンドとブ□ックネックび確実に接合されていないと、本体び 
斜めになったりがれたりずる恐れびありまず。 

取り付けた際に、ベーススタンドとブ□ックネックの□ックボタンが 
正常にかみ合っていることを再確認してください。 

♦スタンドを組立てる際に、指を挟んで怪我をしないよラに手袋をして作業 
ずることをお奨めしまず。 




本体のネック部分 



語巧説明 


スタンドとは、付属のベーススタンドとブ□ックネックを組立てた状態をおします。 
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[準備 1] 


ディスプレイを組立てる（つづき) 


ブ□ックネック1個の場合 


ブ□ックネック吕個の場合 


ブ□ックネック3個の場合撮ガ 


後部べースを外ずと壁寄せ設置できる 


付属のベーススタンドは前後を分割でをます。 

標準仕様のまま使用するな外に、後部ベースを取り外すことで壁に 
寄せて設置することびでをます。 

机の奥行きび狭い場合は、キーボードで狭くなった机を広く使用 
することびでさます。 

A ミ主意 

後部ベースを外した場合、本機を壁か S 離さないでください。 

転倒ずる恐れがありまず。けびや破損の原因になりまず。 

壁か5離して使用ずる時は、後部ベースを必ず取り付けてください。 
また、地震の時などでらま全にお使いいただくために、本体背面の 
VESA 巧を利用して丈夫な紐で壁とつなぐなどの対策を施して転倒や 
落下しないよ5にしてください。 



[準備 2] 


スタンドの後部ベースを取り外し壁に害せる 


ブロックネックスタンドの特長 


本機は、付属の分割式ベーススタンドとブ□ックネックの組み合わせ次第で、お好みに応じた様々な設置スタイルに 
対応します。 


_ブ□ックネック装着数を加減ずることで画面高さを段階的に調節できる^ 

付属のブ□ックネックの装着数を加減することによって、お好みの画面の高さへ段階的に調節できます。 
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後部べースを分離する 


[必要に応じて] 


画に示ずベーススタンド裏面の□ック m を巧して□ックを辆除し、後部べースを引っ張って取りがしまず 




壁に害せて設置ずる 


1：•[串 

• 取りがしたを部ベースは、大切に保管ください。 


2 


転倒しないよ5に壁に畜せて設置ずる 
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[準備 3] 


ディスプレイとコンピューターを接続ずる 


本機にコンピューターを信号ケーブルで接続してください。 

•信号ケーブルを接続する前に、本機、コンピューターおよび周辺機器の電源を切ってください。 


♦画面を下方に傾けたちびケーブル類の接続び簡単におこなえます。 

信号ケーブルおよび変換アダプターは、接続後必ずそれぞれの固定ネジでお実に固定して<ださい。 


台のコンピューターを接続（デジタル接続/アナ□グ接続） 


本機（背面） 


DVI-D または DVI-I 





A [ 广口 □□□□□□□ rm 11 a 

©Hfrrrrrrr 困腳 




DVI - D — DVI - D ヶーブルを使用 



DVI-I 


@ 1 ( □□□□□□□□ —'ll/ > 
目目目自目目目目巧 


DVI - HDM 摩換ヶーフル（巿販）を使用 


変換アダフター DVI - A - ミニ D - SUB 1 5ピン 
(市販） ケープル（市販）を使用 


ミニ D - SUB 1 日ピン （3 列） 


mm 

D - SUB 1 己ピン （2 列）変換アダフター 
rnm - I 佈販） 






ミニ D - SUB 1日ピンーミニ D-SUB 
1己ピンケーブルを使用 


ミニ D - SUB 1 已ピンーミニ D - SUB 1 己ピン 
ケーブルを使巧 


2台の コン ピユーターを接続（デジタル1系統/アナ□グ1系統同時接続） 


本機（背面） 
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[準備 3] 


ディスプレイとコンピューターを接続ずる（つづき） 


2台または3台の コン ピユーターを接続（デジタル2系統/アナ□グ1系統同時接続） 


前ページの接続図において、2台のコンピューターを同時にデジタル接続することも可能です。その場合、それぞれの 
コンピューターからのデジタル接続の信号ケーブルを本機の HDMI 端テと DVI- □端子にそれぞれ接続してください。 
さらにもう]台のコンピューターをアナログ接続することにより3台のコンピューターを同時に接続ずることび可能でず。 


接続方法について 


本機の信号入カコネクターは、アナ□グ信号（ミニ0-51181已ピン）とデジタル信号 (DVI-D,HDMI) に対応しています。 
また、複数のコンピューターを同時に本機に接続し、表示する入力を切り替えて使ラことびでさまず。 

ご使用のコンピューターの出力端子のあ状をお確かめになり、本機の信号コネクターに接続してください。 

それぞれの接続に対応したケーブルをご使用<ださい。 

デジタル接続 





HDMI 


DVI-D 


DVI-I (アナ□グ接続巧） 




接続ずる 


本機 


接続コネクターと信号ケーブル対応表 


デ’ィスプレイ側 
コン ピユーター側''—' 

ミニ D-SUBl 已ピン（アナ□グ） 

DVI-D (デジタル） 

HDMI (デジタル） 

DVI-I 

(アナ□グ接続 
/デジタル接続） 

DV 1- A — ミニ D-SU 日1已ピンケーブル 
(市販）で接続（アナ□グ接続）または 
ミニ D-SU 日]已ピンーミニ D-SU 日]已ピン 
ケーブルで接続 
(巿販の変換アダプターび必要） 

DVI - D — DVI - □ヶースレで接続 

DVI - D — HDM 摩換ヶープル 
(巿販）で接続 

□VI-D (デジタル接続） 

接続でをません 

DVi - D — DVI - □ヶーブルで接続 

DVI - D—HDM 摩撰ヶーブル 
(市販）で接続 

HDMI (デジタル接続） 

接続でをません 

DVI - D — HDM 摩換ヶースレ 
(市販）で接続 

HDMI—HDMI ケーブル 
(市販）で接続 

S 二 D-SUB1 日ピン 
(アナ□グ接続） （3 列） 

ミニ D-SU 日]已ピンーミニ D-SU 日]已ピン 
ケーブルで接続 

接続でをません 

接続で击ません 

D-SUB1 已ピン m 通 
(アナ□グ接続） （2 列） 

ミニ D - SUB 1巳ピンーミニ D-SU 日]己ピン 
ケーブルで接続 
(市販の変換アダプターび必要） 

接続で击ません 

接続でさません 


DVI-I :デジタル入力とアナ n グ入力の両方に対応している DVI 端子。接続するケーブルあるいは変換アダプターによって入力の 
使い分けび可能 

DVI-D :デジタル入力のみに対応している DVI 端テ 
DVI-A :アナ□グ入力のみに対応している DVI 端テ 

《 Apple Macint 日 sh シリーズ]ンピユーターは、モデルによりアナ□グ R 白目出カコネクターび異なります。 

《本液晶ディスプレイに DVI - A では接続できません。 

《 ] 日 80 p 映像信号を入力する場含は、一般の HDMI ケーブルでは正常に動作しない場をびありますので 、 High Speed HDMI ® 
ケーブルをご使用ください。 
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[準備 3] 


ディスプレイとコンピューターを接続ずる（つづき） 


. 一夕一の才ーデイオ出力端子と接続 



Fajipiu 


コンピューター側の接続ち法については、コンピューターの取扱説明書もあわせて参照ください。 

オーディオケーブルは付属品あるいはステレオミニプラグ付きのあ抗無しのものをご使用ください。 

あお有りのオーディオケーフルを使用した場合、音量び大きくならなかったり、音声び出ない場合びあります。 
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[準備 4] 


[必要に応、じて] 


ディスプレイと AV 機器を接続ずる 


HDD / DVD やさ種ゲーム機器などの AV 機器と市販のケーブルで接続してくださし、。 

本機は AV 機器などと接続して使用することができます。 

詳しくは、 AV 機器などの取扱説明書を参照ください。 



RCA —ステレオミニジャック変換オーディオケープル（市販） 

ミ主） HDMI 入力（*1)の場合、オーディオ接続は不要です。 

DVI - D 入力または D - SU 目入力で AV 機器と接続される場合、音声信号は AV 機器の才ーディオ出力端子と 
本機のオーディオ入力端子を接続して<ださい。 

( AV 機器の HDMI 端子出力を本機の DVI - □端子に接続してち音声信号は出力されません。） 


お知 


• 一部の A V機器を接続した場合は、すぐに画面び表おされないことびあります。 

数秒巧〜30秒）お待ちください。数秒待っても画面び表示されない場合は、下記の操作をおこなってください。 

-本機の電源スイッチを切り、電源を入れ直してください。 

•OSD® 「入力自動切換」機能をオフずると表示されやずくなる場合びありまず。 

•一旦、電源コードを含む全てのケーブルををを、接続し直してください。 

- AV 機器側の電源を切り、電源を入れ直してください。 

♦本機の DVI- □入力端子に DVI-D — HDMI 変換ケーブル（市販）を使用して AV 機器を接続した場合、 AV 機器によっ 
ては「正常な画面にならない」「映らない」または、「表示解像度び制限される」などの症状び発生する場合び 
あります。そのよラな時は、 HDMI-HDMI ケーブル（市販）を使用して接続してください。 

• すべての HDMI 機器への接続をな証するちのではありません。 

• 1080口映像信号を入力する場合は、一般の HDMI ケーブルでは正常に動作しない場合びありまずので、 Hi 吕 h 
Speed HDMI® ケーブルをご使用ください。 
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[準備日] 


へッドホンを接続ずる 


[必要に応じて] 


本機のへッドホン端子にへッドホンを接続してご使用でをます。 

么を意 

• へッドホンを写にあてたまま接続しないでください。 

音量によっては写を傷める原因となりまず。 

• ヘッドホンをご使用の際は、音量を上げずざないよ5に 
ごま意ください。大きな音量で長時間続けて聞くと、 

聴力に悪い彭響を与えることがあります。 




本機に接続でをるのは、ステレオミニプラグ付のへッドホンです。 
お持ちのへッドホンのプラグび大きくて入らないときは、「ステレオ標準 
プラグ^ステレオ5ニプラグ」変換プラグ（市販）をご使用ください。 
へッ ドホンを接続ずるとスピーカーからの音は消えまず。 

画面表示開始時（電源オン時、パワーマネージメントからの復帰時など） 
にノイズび発をすることびあります。 



へッドホン端子（底面） 
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[準備 6] 


電源コードを本機に接続ずる 


電源コードの一方の端を、本機の電源入カコネクターに差し込む 

奥までしっかりと差し込んでください。 


お願い 


コンピューター本体の電源コンセントに接続するときは、電源容量を確認してください。 (1 .日 A 1； (上必要です。 
電源コードは本体に接続してか5電源コンセントに差し込んでくださし、。 



[準備 7] 


ケーブルをまとめる 


[必要に応じて] 


本機背面に接続した電源コード、信号ケーブル、オーディオケーブルを、スタンドのケーブルホルダーを 
使ってまとめる 


tpMMMSl 


画面を下方に傾けた状態でケーブル類はケーブルホルダーでまとめてくださし、。 

設置樓、画面を上向きに傾けたときに必要なケーブルの長さび確保されます。 

本機の角度を調節し、ケーブル類に十分なを格びあるかどラかを確認してください。 
ケーブルホルダー部へは、細いケーブルか5順番に入れて、電源コードを 
最後に挿入するとホルダーか5がれにくくなります。 


嗦屬察 !；? Hfi 
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電源プラグのアースリード線を接続ずる 
電源プラグを AC 10 0 V 電源コンセントに接続ずる 


[準備 8] 
[準備 9] 



• 電源コンセントの周辺は、電源プラグの抜さ差しが容易なよラにしておいてください。 

This socket-outlet shall be installed near the equipment and shall be easily accessible . 


A 警告 

• 表示された電源電圧 la がで使用しないでください。义災•感電の原因になります。 

• 本機には一般のご家庭のコンセント （ AC 100 V ) でお使いいただくための電源コードを添付しておりまず。 

AC 100 VL ソが（最大 AC 240 V )でご使用の際には、お使いになる電圧に適した電源コードをご準備の上お使い 
<ださい。 

• 電源プラグのアース IJ - ド線は電源コンセントのアース端モなどへ必ず接続してください。 

なお、アース U - ド線の接続をがず場合は、必ず電源プラグを電源コンセントか己巧いてか6おこなってくださし、。 
また、電源プラグのアースリード線は電源コンセントに挿入または接触させないでください。义災-感電の原因 
となりまず。 

• 本機に添付している電源コードは本機専用でず。を全のため他の機器には使用しないでください。 
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[準備 10] 


設置ずる 


ディスプレイ画面び見やずく、傾いていない平6で安定している場所に設置しまず。 



[準備1 1] 


画面の角度を調節ずる 


[必要に応じて] 


角度を調節ずる 


チルト角度 


お好みに合わせて本機の角度を調節してください。 

ち図のよラに両手で動かして、見やすい角度に調節します。 


A を意 

角度調節時に、手を巧まないように気を付けてください。 
けびの原因となることびありまず。 



液晶画面を押さないよラにしてください。 
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[準備 12] 


画面調節 


1本機およびコンピューターの電源を入れる 


じ 画面の調節をおこなう 


■ デジタル接続の場合 

自動判別によって画面情報を設定しますので、画面の調節は不要でず。 

■ アナ□グ接続の場合 

「才ートセットアップをする （ D - SUB 入力のとき）」 BSI の手順にしたびって画面を調節してください。 

才-トセットアップをおこなってもうまく表おされない場合は「調整メニュ-」 （0 S □機能）」 BsSI をご覧ください。 


テストパターン 


テストパターンは、下記の当社ホームページからダウン□-ドしてください。このテストパターンはアナ□グ接続し 
た場合の画面調節をずるときに使用します。 

ご使用ち法については、ダウンロードした README をご覧ください。 


www.MitsubishiElectnc.co.jp/home / 灶 splay/download 


「調整メニュー」の「水平位置」または「垂直位置 I の項目で調節 
をおこない、白い梓び完全に見えるよラにする。 BS 1 P 


「調整メニュー」の「水平サイズ」または「位相」の項目で調節を 
おこない、白黒の縦じまびはっきりと見えるようにする。 B3Sm 

「画質メニュー」の「コントラスト」で調節をおこない、白の階調差 
び見えるようにする。 



テストパターン表示画面 




テストパターンは、目 4 bit 版日 S に対応しておりません。 

く対応日 S > 

Windows 飽己/目 8/ Me /2 日0日、 Windows 觀 P (32 b け版 )、 Windows Vista ( g (32 b け版)、 Wmdows ®7(32 bi 1: 版) 
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[準備 12] 


画面調節（つづき) 


才ートセットアップをずる （ D - SUB 入力のとき） 


本機をコンピューターとアナ□グ接続のち法で接続したときは、最初にオートセットアップをおこないます。 
その後、さらに調節をおこなう必要びある場合は各調節項目を個別に調節してください。 ms 3 ssm 


おな5せ 


オートセットアップは適切な画面を表示するよう、画面のコントラスト、表示位置、水平サイズや位巧を自動で調節 
します。 

OSD 画面を表示するちまなど、操作のしかたの詳細については、 「 OSD の基本操作」 Hilslil をご覧ください。 


1 


本機およびコンピューターの電源を入れる 


P 画面を体にテストパターン 


またはワープ□ソフトの編集画面などの白い画像を表示ずる 


3オートセットアップをおこなラ 

① 「 MENU 」 ボタンを押して OSD 画面を呼び出す。 

② 「◄」「►」ボタンで「調劃に力ーソルを移動する。 

③ 「▼」ボタンで「才ートセットアップ」に力ーソルを移動する。 

④ 「◄」「►」ボタンで「する」を選択する。 

⑤ 「コントラスト」「水平位置」「垂直位置」「水平サイズ」 
「位相」の自動調節び実行されます。 


① 


②〇〇 


♦ 


り 


③ 


み 


④〇〇 

かで 


邸 ipiy 

• コンピューターやビデオカード、解像度によっては、オートセットアップがうまく機能しない場含があります。 
• オートセットアップ中は、「オートセットアップ実行中」の日 SD 画面が表示されます。 


面]曰 匹]でた 因 の 

いド •, KOPAOF V-*. 0M 



日 SD 画面-® 


日 SD 画面-感 


オートた、ントア 、ンつ 
実行中 


OSD 画面-⑥ 


• DOS プロンプトのように文字のみの場合や画面いっぱいに画像び表示されていない場合は、オートセットアップ 
びラまく機能しない場合びあります。この場合は、手動調節 Basil でお好みの画面に調節してください。 

• 白い部分び極端に少ない画像の場合をオートセットアップびラまく機能しない場合びあります。この場合も手動 
調節■でお好みの画面に調節してください。 

• コンピューターやビデオカード、解像度によっては、オートセットアップびうまく機能しない場合びあります。 
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[準備 13] 


Windows® セツトアツブ廈報 


[必要に応じて] 


Windows ® 9已 /98/ Me / 2000 / XP /7 、Windows Vista ® 用の「画面の設定」でご利用いただくためのファイル情報 
は、下記の当社ホームページからダウン□ー ドしてください。 


www.MitsuDishiElectric.co. ip/home/disDlay/download 
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① 「 MENU 」 ボタンを押して、 OS □画面を呼び出す。 

感「◄」「►」ボタンを巧して、主項目ニューの 「ECO PROF 」 を選択する。 

感「▼」ボタンを巧して、副項目メニューのに C 日設定」を選択する。 

@「◄」「►」ボタンを押して、「オフ」「ル」「中」「大」 Bifefcl の中から、お好みの設定をお選び 
ください。 


团 

曰 

に] 

■4 

T 1►と 

因 

m 

画首 

巧ホモ-ド 

體 

章号 

ECO PROF ッ-ル 

OSD 

话否 1 


1.オフ9イマー（分） 

〇オフ 30 60 90 120 

2.’;肖函モード. 

〇しなし、する 

3. 電源自動すフ 

田しないする 

4. ECO ! 强 

〇オフ 小 中 大 

己 . ECO ブ!一9一表を 

〇しなし、する 

6.省王夕軌きリむ卜 

〇しないする 

曾む軌呈 

XXX.XXkWh 

曾エタ率 

XX % 

C 02 目1 娘呈 

XXX.XXkg 

©▼ 〇ィ 

〇 ► 〇房る ] 


团曰 区] T と 田 回， 

mm _ 巧ホモ-ド _ I 目 g _ 音声 _ ECO PROF _ 'リ-ル _ OSD _ 情巧 _ I 


■ 4. ECO 語ま： 


り 

: 〇オフ 

30 60 90 120 


: 〇しない 

する 


: 〇しない 

する 


つ 1、 <10中 > ，- : 


了 5 .ECO メーター表示 

: 〇しないする— 


6.省 I 妈力きリ它，ント 

: 〇しないする 


香エ去電力星 

: XXX.XXkWh 


省エタ率 

: XX % 


C 02 削お星 

: XXX.XXkg 


い 〇 4 


0 民る ] 


邸 ita y 

日 S □の操作方法は、「日 SD の基本操作」 


を参照 < ださい。 


ECO メーターの表示 


こ! 常に省エネ状態を確認できる 「 ECO メーター」を表示したい場合 、 「ECO PROF .」 メニュー画面で 

① 「▼」ボタンを巧して、副項目メニューの忙 C 0 メーター表示」を選択する。 

② 「◄」「►」ボタンを巧して、「する」をお選びください。 

③ 「シースルー調節」び有効になりますので、「▼」ボタンを巧して選択し、「◄」「►」ボタンを 
巧して、「する」をお選びください。 

④ ECO メーターシースルー調節 OSD 画面び表示されますので、「◄」「►」ボタンでお好みの透過率に 
設定して < ださい。 

この「シースルー調節」メニューは、設定した後に自動的に「しない」に戻ります。 

ECO メーターは現在の省エネ電力値を U アルタイムに表示します。 

表示値：消費電力へ影響する「ブライトネス」 「 CRO 」 忙 C 0 設定」により値び変ります。 

⑥ riNPUT / EXIT 」 ボタンを3回巧し、 OSD 画面を消した後に、画面のち下に ECO メーターび設定した 
透過率で表示されます。 

「 ECO メーター」を表示したくない場合は、「しない」を選択するか透過率を「□%」にすると消えます。 




r 省エネ電力量リセット」を選択して、 
rcos 削減量」びゼ□に戻ります。 


「する」に設定すると積算された r 省エネ電力量」「省エネ率」 


邸 ipi y 

上図の ECO >< —ターは表示の（例）です。省エネ状態によって X —ターのバーの高さと省エネ数値 ( W ) は変化します。 
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本機には画面の調節び簡単にできる OSD (On Screen Display ) 機能びついていまず。 

OSD 機能により画面上に表示されるメニューを操作し、明るさなどの画面調節や、その他の設定をおこないまず。 


OSD 画面は、し乂下に示ずような構成になっていまず。 

II ■ I II ■ I II ■ I I ' V 

副項目メニュー 

還択項目び青い背景になります。 

▼ ボタンで調節したい項目へ移動します。 

還択された項目の調節ノ く一は黄色い背景へ変 D 
よ9 〇 


•入力信号 、 DV MODE の設定 Hiisisl に 
より、調節/設定でさないメニューびあります。 


ま項目メニュー 

選択項目び青い背景になりまず。 

◄ ►■ボタンで調節したい項目へ移動しまず。 


—J 


3 

4 ► 

4 

T と 

因 

の 

画宮 

睐をモ-ド i 目隻 

音声 

ECO PROF シール 

03 D 

情深 ^ 



OSD 画面の構成 


ブライトタス 




V 

〇マ 

〇イ 

©► 

1 

■ 

〇房る 1 

f 


■ 



n 


調節バー 

ノ（一び伸び縮みしまず。調節状態の割合を感覚的 
にお巧らせします。 

両端の ◄ ► マークは調節巧能な状態であること 
を术します。 


調節割合 

調節状態の割合を数値でお知らせします。 
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機能（つづき) 


OSD の基本操作 


OSD の操作は、じ(下に示すような構成になっています。 

—手順①- 

本機の電源を入れる。 


亡手順②- 

「 MENU / tJ ボタンを巧して OSD 
メニュー画面を表示する。 


OSD 画面の状態 


一手順感- 

「◄」「►」ボタンで調節ずる項目の 
主項目メニューを選おずる。 


選択したメニューフラグび青色になる。 



一手順® - 

「▼」ボタンで調節する項目の 
副項目メニューを選択する。 


選択したメニューパーび青色になる。 


一手順® - 

「◄」「►」ボタンで調節バーによる調 
節をする、もしくは選択メニューでは 
お好みのモードに「チェックマーク」 

を入れる。 



選択した項目の背景び黄色になったり、 
調節量の表示ノ（一び増減する。 




手順⑥- 

riNPUT / EXIT 」 ボタンを巧して、主 
項目メニュー還択 OSD 画面に戻す。 




手順⑦ 


もう1度、 riNPUT / EXIT 」 ボタンを 
巧して、 OSD 画面を消す。 









OS □画面び表示された後、操作び行われ 
ない場合は、 0 S □表お時間で設定された 
時間び経過すると自動的に消えます。 


ち<じ 


ご使用の 

前に 


安全のた 

めに-: 


使用上の 

お願い 


各部の 

はた5さ 


使用の 

準備 


機能 


困つた 
とさ 


付録 


用語 

解説 


さぐ 

いん 


28 



































































































機能（つづを) 




3画面の明るさやカラー調節をおこなラことができまず。 


■ ブライトネス 

画面の明るさをお好みの状態に調節してください。 

■ コントラスト 

画面のコントラストをお好みの状態に調節してください。 

■ ブラックレベル 

画面の暗い部分にま目して、画面の黒レベルをお好みの状態 
に調節してください。 

■色温度 

「USER」 「白 30日」 「巨曰 0日」 「已 日日0」 の中む、 5 お好み 
の色温度を選択して < ださい。 

■赤色 

色温度で 「USER」 を選択した時に、赤色を調節でさます。 

■緑色 

色温度で 「USER」 を選択した時に、緑色を調節でさます。 

■青色 

色温度で 「USER」 を選択した時に、青色を調節でをます。 

■色あい 

画面の色あいをお好みの状態に調節してください。 


お知らせ 


♦ DV M 日 DE で「動画」び選択されている場合のみ、調節 
でさます。 

■ 色のこさ 

画面の色のこさをお好みの状態に調節してください。 


お知らせ 


♦ DV M 日 DE で「動画」び選択されている場含のみ、調節 
でごます。 
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機能（つづき) 


映像モード 


^ DV MODE. 画面サイズ.オーバースキャン設定など 
の選択ができまず。 


回 < 曰 ►に]で 

画呂 铁を モ-ド 111 音青 ECO PR0R 

と 田 

’リ-ル 0SD 

m 

■居 再 i 

1 .DV MODE 

: B 辞止函 

m 


8スタンブード 

IV テキスト フオト 

sRGB 

2. 画面ヴィゴ 

〇フル 

ァスぺゥト 


4. シャーブネス 

50% - ■ 

_ 

_,+ 

5. CR 0 

田しない 

する 


6 .ブイ十さ’乂 7 コントラスト 

〇しなし、 

する 


〇 ▼ 〇 4 


〇 房る 1 


DV MODE 

お好みの画質モードを選択でさます。 

静止画: r スタンダード」「 IV テキスト」「フォト 」 [sRGBJ 
動画： 「 TV 」 r シネス「ルックァッス 


おがらせ 


HDMI 接続時 、 DV MODE の出荷設定は「動画」 ( TV ) になって 
います。 

] ンピューターを HDM 腊続でご使用の場合は 、 DV MODE 
は r 静止画」でのご使用をおすすめします。 


黒白伸張 

入力映儘に対して、黒白伸張を行います。 

「する」「しない」か5、お好みのモードをお選びください。 

映像び黒浮きしているよラな場含は、「する」を選択ください。 
映像の黒領域•白領域の階調びつぶれているよラな場合は、「しな 
しりを選択ください。 


お知らせ 


I デジタル入力 （ DVI - D 、 HDMI ) の脉 DV M 日 DE で「スタンダ 
ード」または「動画」び選択されている場をのみ選択できます。 


画面サイズ 

自動的に表示画面を拡大します。 

「フル」「アスペクト」 r 自動」からお好みのモードをお選びくださ 
し、。 


おな IS せ 


♦ r 自動」は HDMI 入力のときのみ選択できます。 

才一 J くースキャン 

オーバースキャン機能の「する」‘「しない」を選択します。 

AV 信号を表示する場合、映像によっては画面の周囲にノイズび見 
えることびあ0ます。 

「する」を設定することで画面の外周部をカットし、ノイズを隠ずこ 
とびでさます。 

「しない」:入力された映像をそのまま表示します。 

「する」：入力された映儘の外周部をカットして拡大表示しまず。 


圓〇 


入力信号映像画面 


お知5せ 


「する」で調節された 
画面イメージ 


• AV タイ S ングを表示している時のみ選択でさます。 


■ シャープネス 

文字や映儘のキレを調節することびでさます。 

■ CRO 

CRO (コントラストレシオオプティマイザー)機能の「しない」「す 
る」を選択します。 

映儘の明るさに応じて、バックライトの輝度をリアルタイムに制御 
します。 

画面全体び暗い場をでち、深みのある黒を映し出します。 


お知らせ 


♦ DV M 日 DE で「スタンダード」または「動画」び選択されている 
場含のみ選択でさます。 

■ ダイナ S ックコントラスト 

ダイナミックコントラスト機能の「しない」「する」を選択します。 
コントラスト感を改善して鮮明な映憬にします。 


おがらせ 


I DV M 日 DE で「スタンダード」または「動画」び選択されている 
場合のみ選択でさます。 
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機能（つづを) 




画面の位置-水平サイズ-位相の調節-解像度切換および 
オートセットアップをおこな5ことびでをまず。 


おがらせ 


• 調整項目メニューは、全て D - SUB コネクターへの PC 信号入力時のみ 
擇作できホォ 

YPbPr 信号入力の場合はスキップされます。 


■ オー トセ ッ ト アップ 

「する」選択で、才ートセットアップ機能を実行します。 

■ 水平位置 

画面位置を左ち方向に移動させて調節してください。 

■ 垂直位置 

画面位置を上下方向に移動させて調節してください。 

■ 水平サイズ 

表示画面幅を調節します。 

画面に縦搞び現れるときや左ちの画面サイズびあっていなし、と 
さに調節します。 

■位相 

画面に横で向のノイズびあったり、文字のにじみ、輪郭のぼやけび 
ある場合に調節しまず。 

■ 解像度切換 

入力解像度を、手動にて直接指定することびできます。 

「] 3目0 x 768」「] 280 x 768」「1024 x 768」の入力信 
号に対しては、解像度を正しく自動判別できない場合びありま 
す。 

その場合は、本機能にて直接解像度を指定することによ D 、 指定 
の解像度で表示することびできます。 
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機能（つづき) 



音量調節-消音設定-音声選択がでをまず。 



■ 音量 

音量を調節します。 

■消音 

消音機能の「しない」「する」を選択します。 


お巧をせ 


>電源オフ、消画モードで消音機能は解除されます。 

>設定後、下記の状態表示アイコンび画圃こ2秒間表示されます。 


「する」の場合: 


巧 


「しない」の場合: 


Q 


■音声選択 

「自動」 ’「 PC 」 から選択します。 

「自動 J :入力選択に応じて、自動的に才ーデイオ入力を切り醬えます。 
♦ D - SUB 、 日 VI - □入力時:才ーデイオ入力端テび選択されます。 

参 HDMI 入力時: HDMI オーディオび選択されます。 


「PCJ :オーディオ入力端子び選択されます。 

( HDMI 入力画面表示時に才ーディオ入力端子からの音声を、お聴きになりたい場合にご使用ください。） 
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機能（つづを) 


ECO PROF . 


T さまざまな省エネ設定ができまず。 

ECO Professiona 職能とは省エネに配慮した];(下の機能の総称です。 


幽日回 

国首 喊巧モ-ド記 g 


< T I ►と 田 回 

音再 ECO MJOR ツ-ル OSD 话再 I 



■ オフタイ7— 

「3日 分」 r 目 日 分」「目 日 分」「12 日 分」の中か 5 選択した時間を 
経過體に、自動的に電源オフすることびでをます。 


お知らせ 


♦ 消画モード動作時ち、設定した時間後に自動的に電源オフ 
します。 

消画モード 

消画モードの「しない」「する」を設定します。 

お休み時など、画面を消してオーディオ機能のみをお使いにな0 
たい場合にこの設定を行ってください。 

(画面び消えるため、節電効果びあります。） 

消画モード時、電源ランプび緑色で点滅します。 

「イ」「►」ボタンで音量を調節でさます。 

「 MENU / y 」 か「 INPUT / EXIT 」 ボタンのいずれかを押すと消 
画モードか5搁ブて入力信号びあれば画面び表示されます。 
電源オフでち消画モードは解除されます。 

I 電源自動オフ 

本磯のノてワーマネージメント機能動作後、およそ3日分で電源を 
自動的にオフすることびでさます。 


お知らせ 


♦ 本機能動作禮は、電源オフされているため再度ご使用される 
場含は、電源ボタンを巧して本機の電源をオンにしてくださ 
い。 

ECO 設定 

「オス「ル」「中」「大」モードの中か5、お好みの省エネモードを 
設定します。 

「オフ」 :省エネモード設定を解除します。 

「小」 ：画面の明暗に応じて、自動的に消費電力を最大約 3 W (*) 
削減します。 

「中」 ：画面の明暗に応じて、自動的に消費電力を最大約 9 W (*) 
削減します。 

「大」 ：画面の明暗に応じて、自動的に消費電力を最大約11 W (*) 
削減します。 


お知らだ 


♦ 「オン」時には、画面の明るさび低減しまず。 

♦ (*) マーク説明：画面全体の平均輝度び7日％ ULL の 

状態において EC 日設定「オフ」にした状態 
との比較値です。（当社測定結果による） 

ECO メーター表お 

EC 日メーターを表示する時は、「する」に設定します。 

【シースルー調節】 

EC 日方一夕一の表示透過率を調節する場含は、「する」に設定し 
ます。 

表示透過率の設定日 S □び表示されますので、お好みの状態に調 
節してください。 


お巧15せ 


I EC 日^—夕一は、現在の省エネ電力値を画面ち下に U アルタ 
イムに表示します。 

I 省エネ電力値： EC 日設定の動作時や画面の明るさ（ブライ 
トネス）を暗くした時に得られる電力削減値です。 


省エネ電力量リセット 

「する」を選択すると ECO PROF . 日 S □画面の下部に表示して 
し、る省エネ電力量と省エネ率表示値および C 日2削減量びゼ□に 
U セットされます。 


お知らだ 


参省エネ電力量と省エネ率表示値は己年上経過すると表示色 
び赤色になり積算び停止する場含びあります。 

積算の上限に達していますのでリセットしてください。 

♦工場出荷時に省エネ電力量と省エネ率表示値および C 日2削減 
量びゼ□でない場合びあ0ます。その場含は、リセットすること 
をおすすめします。 

■ 省エネ電力量（表示のみ） 

省エネ効果の確認用として、累積省エネ電力量と省エネ率および 
C 02 削減量を日 S □画面上に表示します。 

省エネ電力量：ご使巧を始めて（またはリセットした時点）か 
5現在までに得日れた省エネ電力を積算した値とコンピュータ 
—で設定したパワーマネージ方ント機能にて得5れた電力削減 
を積算した値の合算を「**ホ.** kWh 」 で表示します。 

なお、本機の電源スイッチオフの時間は含まれません。 


省エネ率 


C 02 削減量 


おがらせ 


:省エネ電力量の削減効果を「*%」で表示しま 
す。 

表示される値び大きいほど、省エネ電力量の削 
減効果び大きいことを意味します。 

:省エネ電力量を C 日2削減量に換算した値を 
「*去 kg 」 で表术します。 


* C 02 削減畳ま、 ] kWh 二0.4 kg ( 「各国における発電部門の 
C 日2排出原単位の推計報告書- Ver . 3に00日.日 Revised )-」 
( JEMA ) より）を用いて算出。 
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機能（つづさ) 


^入力自動切換-ホットキー-操作□ック- DDC/CI ‘ 
~~スキップモード - EDID SELECT • 才ールリセット 
の設定びでをまず。 


团 因 

画首 映をモ-ド 

に] •i T •た 

言目 g 音声 ECO PROF ソ-ん 

卜田囚 

OSD 情库 1 

1 . 入力自哲内]侯 


しない〇する 


2.ホ、ント斑 

巧-: 

ODV MODE 

音曼 お音 


ブライトタス 

ミ肖函モード 

オフタイマー 


►辛-: 

DV MODE 

〇音量 i 肖音 


ブライトクス 

ミ肖函モード 

オフタイマー 

3.执巧ぶ 


曰 マニュアルをを照してください。 

4.DDC/C1 


しなし 1 〇する 


5.スキシフ‘モード 

DVI-D: 
HDMI : 

〇しないする 
〇しないする 


7.オール Ut-j 卜 


〇し訊' する 


ぃ 

, 4 


0 房る .1 


入力自動切換 

信号び入力されているコネクターを自動的に選択する機能です。 
「しない」「する」を設定でさます。 

複数の入力信号びある場合に 「 INPUT / EXIT 」 ボタンを押さなく 
てち、現在表示中の入力信号び切れると自動的に信号び入力して 
いる画面に切り替わ D ます。 


おがらだ 


I 選択されているコネクターは、「情報」の日 S □画面で確認でを 
ます。 

I 「しない」選択で、 INPUT / EXIT ボタンでの手動切 D 誓え時は、 
切り誓え毎に画面ち上に数秒表示されるサブ情報 0 S □画面で 
選択されているコネクターを確認できます。 

I HDMI 入力は、本機能に対応していません。 



巧な！ ： D-SUB W ] 

音声 ：白動 

DV MODE: 辞止函/スタンタード 


「映像入カコネクター」「音声設定」 
rOV M 日 DE 設定」「スキップモード」 
情報を表示します。 


ホットキー設定 

六イン日 SD 画面びでていない時、「イ」ボタンと「►」ボタンは 
ダイレクト操作のホットキーとして機能します。 

「◄」ボタンと「►」ボタンに roV MODE 」 惜量」「消音」「ブ 
ライトネス」「消画モード」「オフタイマー」の機能を割 D 付ける 

；|^台ちって'7^ 

それぞれのボタンにお好みの機能を割0付けてくださし、。 

消画モード時は強制的に「音量」び割0付け5れまず。 


お巧をせ 


■ スキップモード 

DVI - D 入力と HDMI 入力は「する」を選択すると、入力を強制的 
に無効にすることびできます。 

設定した入力は、 「 INPUT / EXIT 」 ボタンを押してち切り誓わ5 
ず、スキップされます。 

ご使用にな日ない入力を「する」に設定することにより、入力切り 
誓えをよ0スムーズに行ラことびでさます。 

再度、入力を有効にする場含は、「しなしりに設定してください。 


お巧 S せ 


参表示している入力をスキップ設定することはでさません。 
♦パワーマネージ式ント機能によるス U —プ状態 
(電源ランプび憧色）の時に 「 INPUT / EXIT 」 ボタンを巧少似上 
長巧しすると、全入カスキップモードは解除されます。 

EDID SELECT 

DVI - □入カ コネクターの 入カ モー ドを選択します。 

PC : DVI - D 入カコネクターにコンピューターを接続する場合 
(工場出荷時設定） 

AV : DVI - □入カコネクターに ダーム 機や DVD プレイヤーなど 
の AV 機器を接続する場合 


お知らせ 


♦ DVI - D (デジタル）入力のみ選択できます。 

才ールリセット 

個勤「映像モード」「調整」信青」 me 日 PROF 」 「ツール」 
「 OSD 」 の各設定を出荷状態に戻します。 


出荷時設定は「◄」ボタン ： DV MODE 
「►」ボタン：音量 


「する」を選択する9記 
の OS □び画面に表示さ 
れます。 

『 MENU 」 ボタンを押す 
と U セットを実行します。 


オール U セットび完了す 
るとで記の日 SD び画面 
に表示されます。 


操作□ック 

日 SD の誤操作を防止するため、操作禁止を設定/解除します。 


I 化、ントします。 
MENU を巧して〈ださい。 


才—ルリ t ’ ント 
ミ7 


DDC/CI 

DDC / CI 通信機能の「しない」「する」を選択します。 


おがらせ 


• 「しない」を選択すると、が部からの制御びできなくなります。 
1工場出荷時設定は「する」です。 


お知らせ 


ECO PROF . の省エネ電力量と省エネ率および C 日2削減量は 
リセットされません。 

U セットしたい場合は 、 ECO PR 日 F . の省エネ電力量リセット方 
ニューで巧ってください。 

「言語切換」「消音 」 [EDID SELECT 」 は U セットされません。 
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機能（つづを) 


OSD 画面の表示位置や表示時間の調節および表示言語の 
切り曾えをおこなう事がでをまず。 


幽日囚 

画有 巧をモ-ド iin 


1 . OSD 木平位置 
2.0 SDi 直な置 
3.0 SD 表示時間 
4. 言語用侯 


T 

音青 ECO PROR 


公 


田 >11] 

OSD ’ちま 


I OSD 水平に置 

日 SD 画面の左ちの表示位置を調節でさます。 

I OSD 垂直位置 

日 SD 画面の上下の表示位置を調節でさます。 

I OSD 表示時間 

日 S □画面の表示時間 (10-1 2日秒）を設定できます。 

I 言語切換 

日 S □画面の表示言語を「日本語」と 「 ENGLISH 」 か5選択で 
をます。 


機能（つづを） 



ちぐじ 


ご使用の 
前に 


安全のた 
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使用上の 
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機能（つづを) 


OSD 機能補足説明 


OSD 機能のネ甫足説明をします。 


画面サイズ 


ロル」、「アスペクト」、または「自動」をお選びいただけまず。 


画面サイズ 

フル 

アスペクト 

自動 

PC タイ云ング 

〇 

〇 (*1) 

X 

AVSD タイ S ング 
(48 日 P ) 

〇 

(スクイーズ巧） 

〇 

(4:3 用） 

〇 

(で） 

AVHD タイ S ング 
(1080 p /720 p /1080 i ) 

〇 

X 

X 


团日 

画首 映をモ-ド 


音声 ECO PROF 


と 因 口 

■ンール OSD 语巧 


■ DV MODE :田 If 止函 動画 

0 スタンタード IV テキスト フ牙卜 


. 画面ヴイス 


ミ.ソヤーフタス 
I.CRO 

5.タイナミシクコントラスト 
>. 黒白が張 


: <1〇フん > ー アスべクト r 自到 


50% 

〇しない する 

〇しない する 

〇しない する 自を 


[ 〇:選択可 X : 選択不可] 
フル 

アスペクト 
自動 


:映像を画面全体にあ大します。 

:縦横比を変えずに画面を化大します。（画面の左ちに黒帯びでをまず。） 

: AV SD タイミングの4:3とスクイーズの映像信号を自動で判断し、アスペクト （4:3) か 
フル（スクイーでで表示します。 


おが5せ 


• 一部の解像度では画面全域に化大されません。 

• 入力信号によっては、縦または横ち向に十分に化大されない場合びあります。 

• 广1 ) 印:1巳: 9タイ S ングは、アスペクト還択でをません。 

♦ 480 i の信号び入力された場合はコンテンツによってちらつをび発をする場合びありますので、 AV 機器側の解像度 
設定を他の信号タイミング （480 p 、 ]080し 720 p 、 1 080 p ) に切り替えてご使用ください。 

参ぐ 2) 印: HDMI 接続時のみ還択可能です。 

• 「自動」の設定で、画面び正ししがスペクト比で表示されない場 S ま、手動で「フル」もしくは「アスペクト」を選択して 
ください。 


DV MODE 


团日 

画目，曲皮モ-ド 


回 

でと 

田 

m 

謂隻 

音青 ECO PROF ツ-ん 

0SD 

情巧 


適切な画質を窗単に設定でさます。 

最初に映像の種類に応じて r 静止画」か「動画」を選択しまず。 
その後、メニューの中からお好みの表示モードをお選び < ださい。 
また、ホットキー機能を使ラことで、 
r 静止画」と「動画」をダイレクトに切り替えることびできます。 


おが5せ 


.DV MODE 


:づ〇 新]:画! > 郵函 


* 〇スタンタード 

2. 画面ヴィス 

4. ソヤーブクス 

IV テキスト フォト sRGB 

。フル アスペクト 

50% .+ 

5. CR 0 

0 しない する 

6 . タイナミ、ンクコソトラスト 

0 しない する 



適切な画像表示モー问こするためブライトネ又色温度、シヤープネス、 CR 0、 ダイナミックコントラストなどは選択したモード毎 
に個別の値を持ってしほすび、モードによって値び変ったり調節/設定びでをなし個 J 項目メニューびあります。 


簡止画】 
スタンダード 
IV テキスト 
フオト 

sRGB 


標準の設定でず。 

全体の明るさ、コントラストを巧え目び疲れにくく、通常のワープ□や表計算ソフトに適した設定でず。 
自然画/静止画に適した設定です。 

国際色再現規格で表おする設定です。 


閣画 

TV 

シネマ 


: TV 番組を視聴するのに適した設定です。 

:日音いシーンのをい映画を見るのに適した設定です。 


ルックアップ ：寝ころんで見上げる姿勢でも奥行き感を阻害しない設定です。 


ち<じ 


ご使用の 

前に 


安全のた 

めに-: 


使用上の 

お願い 


各部の 

はた5さ 


使巧の 

準備 


機能 


困つた 
とさ 


付録 


用語 

解説 


さぐ 

いん 


36 

































































機能（つづき) 


操作□ック 


誤って調節してしまラことを防ぐために OSD メニ ューの 
操作禁止を設定、解除でをます。 

操作ロックび還択された時に「►」と riNPUT/EXITJ 
ボタンを同時に巧すと、 OSD メニュー操作はロックされ 
「操作□ック中」び表示されまず。 


0 0 0 0 

◄ > INPUT/EXIT 

むむ 


MENU/ 


操作コ、ンク中 


团日 

1 画首 映なモ-ド 

回 

謂室 

^ま^ 

T と 

ECO PROF .ソーん 

田囚 

OSD 情深 1 






し入力白動用侯 

2.ホシ トキ- 1就 

巧一 


しない0する 
ODV MODE 

音量 背昔 


ブラ仆ネス 

ミ肖函モード 

オフタイ7 一 


►キー 


DV MODE 

〇 音量 消音 


ブライトネス 

消函モード 

オフタイ7 - 


■ 3.揉仰〕、ンク 


7ニユアんをを照してください。 ■ 


しない〇する 
〇しないする 
〇しないする 


: 〇しないする 


巧 ‘ TilSta 

操作□ックはメイン OSD 操作のみび□ックされます。 

「電源スイッチ」、 riNPUT/EXIT」 および r イ」「►」ボタンのホットキーに割り付けた機能は動作します。 


操作□ックの解除 


「MENU/ tJ ボタンを巧して、「操作□ック中」 OSD を表ちさせ再び「►」と riNPUT/EXITJ ボタンを同時に巧すと、 
操作□ックは解除されます。 


〇 〇 


MENU/V 


〇 〇 

> INPUT/EXIT 

むむ 
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機能（つづき) 


本機は下表にホす種類のタイミンクの自動判別をおこない画面情報を設定しますので、コンピューターに接続すると、自動 
的に適切な画面を表ホしまず。但し、コンピューターによっては画面にちらつきやにじみび生じることびありまず。 
また、入力信号によってはラまく表示できないこともあります。アナ□グ接続の場合は、オートセットアップ 
をおこなってください。 


解像度 

■■ 


備考 

— 

■ 

640 X 480 

3 已 -OkHz 

白白 . 7Hz 

Machintosh 

832 X 已 24 

49.7kHz 

74 -已 Hz 

Machintosh 

720 X 400 

31 -已 kHz 

70.1 Hz 


白 40 X 480 

31 -已 kHz 

白 O-OHz 


白 40 X 480 

37 .白 kHz 

72.8Hz 


白 40 X 480 

37 .已 kHz 

7 已 .OHz 


800 X 已〇〇 

3 已 .2kHz 

已巨 .3Hz 


800 X 已〇〇 

37 .白 kHz 

60.3Hz 


800 X 已〇〇 

4 扫 -1 kHz 

72.2Hz 


800 X 已〇〇 

4 白-日 kHz 

7 已 .OHz 


1024 X 768 

48.4kHz 

白 O-OHz 


1024 X 7 已 S 

已 e. 已 kHz 

70.1 Hz 


1024 X 7 已 S 

60.0kHz 

7 已 .OHz 


11 已 2 X S 已 4 

巨 7 .已 kHz 

7 已 .OHz 


11 已 2 X 870 

色 8-7kHz 

7 已 .OHz 

Machintosh 

1280 X 9 已〇 

74.8kHz 

7 已 .OHz 

Machintosh 

1280 X 1024 

白 4-OkHz 

白 O-OHz 


1280 X 1024 

80.0kHz 

7 已 .OHz 


1680 X 10 已〇 

白已 .3kHz 

白 O-OHz 


13 白 0 X 7 巨 8 

47.7kHz 

白 O-OHz 


1600 X 白 00 

60.0kHz 

巨 O-OHz 


1 白 20 X 1080 

33.7kHz 

已 9 .白 Hz 

108 Oi 

1 白 20 X 1080 

白 7 . 已 kHz 

已 9 .白 Hz 

108 Op ( 推奨タイミング） 

1280 X 720 

4 已 -OkHz 

已 9 .白 Hz 

7 吕 Op 

720 X 480 

31 - 已 kHz 

已 9 .白 Hz 

480p 


• 入力信号の識別は、水平周波数-垂直周波数-同期信号極性-同期信号タイプによりおこなっています。 

参上表に示す工場プ U セットタイミングし U 外もタイミングを記憶でをる機能びあります（ユーヴーメモ U- 機能）。 

記憶させたい信号を入力し、才ートセットアップするとタイミングおよび画面情報び自動的に記憶されます。 

• 「オールリセット」を実行すると全てのユーヴーメモ U —に記憶された値び消まされまず。 

• 本機の周波数は水平周波数： 31.己〜 82.3kHz、 垂直周波数：已日〜7已 Hz 対応となっていまずび、この範囲内であ 
ってを入力信号によっては正しく表ホできない場合びありまず。 

この場合は、コンピューターの周波数、または解像度を変更してください。 

♦本機はコンピューターからのデジタル入力において、巧奨タイ5ングの解像度を超える信号を選択でをる場合びあり 
まずび、その信号を入力した場合は、正しく表示でをないことびあります。 

• 複合同期信号、シンクオング U- ン信号には対応していません。 

• 本機は解像度 1920 X 1 080 L が i の信号を入力した場合は、文字びにじんだり図おび歪んだりずることびあります。 
• デジタル接続の場合は、工場プ U セツトタイミング信号のみを表示でをまず。 
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機能（つづさ) 


ここでは、本機の OSD 機能 li (がの機能について説明していまず。 


1 920 X1 080よりほい解像度の画面を自動的に化大して表おする機能です。ギヴギヴ感の少ないなめらかな画像 
とカケの少ない文字を表示します。 


入力信号によっては、画面全体に拡大されない場合びあります。 


本機び対応する解像度よりを高い解像度の信号び入力された場合に、自動的に画面を縮ル表示ずる機能です。 


• 入力信号によっては、本機能び正南に動作しない場合びあります。 


円 ug & 円 ay 機能 I 


VESA の DDC (Display Data Channel) 2B 規格に対応したコンピューターと接続した場合には、本機の表示 
画素数、周波数、色特性などの情報をコンピューターび読み出し、本機に適切な画面び自動的に設定されます。 
詳しくはコンピューターの取扱説明書をご覧ください。 


(800 X 600む上の解像度のみ） 

ユーヴーメモ U —に記憶されていない種類の信号び入力されると自動調節び実行されます。 
入力された信号を本機のマイコンび巧出し、左ちち向の表示位置、上下ち向の表ホ位置、 
水平サイズおよび位相の自動調節を開始します。自動調節中は「自動調節実行中」の文字 
び表示されまず。 


アナ□グ入力信号 （ D - SUB 入力）のみ機能します。 


NTAA 実行中画面 


コンピューターを使用しないとさに本機の消費電力を減少させる機能です。 


♦ この機能は VESA DPM 対応パワーマネージ方ント機能を搭載しているコンピューターと接続して使用する場合にのみ機能 
します。 

パワーマネージ X ント機能が作動している場合の消費電力と電源ランプの点灯状態は政下の通りです。 


モード 

消費電力 

電源ランプ BSEB 

通常動作時 

3己 W 

緑色点灯 

ス U —プモード時 

0.3 已面下 （ AC 100 V 時） 

憧色点灯 


水平または垂直同期信号が日 F 鬥犬態になっているにもかかわらず、ビデオ信号 （ RiGiB ) が出力されているよ 
うなコンピューターについては、パワーマネージ><ント機能が正常に作動しない場含があります。 


♦ キーボードの適当なキーを巧すかマウスを動かすと、画面び復帰します。 

画面び復帰しない場合は、信号ケーブルび外れているかコンピューターの電源び「切」になっていることび考え5れますので、 
ご確認ください。 




邸 lU 。 




細 I 口。 


簡易表示機能 I 


解用 
説語 


いさ 
ん< 


パワーマネージメント機能 

V_ J 


J 広大-スムージングファイン機能 


ノータッチオートアジャスト機能 ( NTAA ; No Touch Auto Adjust ) 


自動詔節実行中 


その他の機能について 
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困ったとさ 


表示されないときは- 


このよラなとさは、チェックして<ださし、。 


状態 

原因と対処 

参照 

電源ランプび点滅している 
場合 

消画モードを「する」に設定していませんか？ 

P33 

本機の故障である可能性びあります。販売店 
または「修理相談窓□」にご相談ください。 

P46 

電源ランプび点なしない場合 

電源スイッチが入っていない可能性があります 
ので、確認してください。 

P10 


電源コードが正しく接続されていない可能性が 
ありますので、確認してください。 

P2 日, P21 


電源コンセントに正常に電気び供給されている 
か、別の機器でお語してください。 

— 


電源コードをコンピューターの本体の電源コンセン 
卜に接続している場合は、コンピューターの電源を 
入れていない可能性びあります。コンピューターの 
電源び入っているか確認してください。 



電源自動オフを設定していませんか？ 

その場合は、再度電源ボタンを押してください。 

P33 

電源ランプび緑色に点な 
している場合 

「MENU /マ」ボタンを押して日 SD 画面を表示 
し、 U (下の項目を確認してください。 

P28 


• 0SD 画面び表示されない場合は故障の可能性 
びあります。販売店または「修理相談窓口」 
にご相談ください。 

P4 色 


• 正常な状態で 0SD 画面び表示された場合は、 
「画質」メニューの「ブライトネス」とロントラス 
卜」を調節してください。 

P29 


• 0SD 画面び正常に表示され「ブライトネス」 

と「コントラスト」を調節してもコンピュー 
夕一の画面び表示されない場合は、 コンピュー 
ターとの接続、コンピューターの周波数、 
解像度、出力信号の種類をお語して<ださい。 

P1 已, P38 


HDCP 対応の機器を接続し画面び映らない場合は、 
接続機器の電源を入れ直してください。 

— 

電源ランプび憧色に点灯 
している場合 

ノてワーマネージメント機能び作動している可能性 
びあります。キーボードの適当なキーを押すか、 
マウスを動かして < ださい。 

P39 


信号ケーブルび本機またはコンピューターのコネ 
クターに正しく接続されてし)ない可能性びありま 
すので、確認してください。 

P1 己 


変換アダプターび正しく接続されていない可能性 
びありますので、確認してください。 

P1 己 


コンピューターの電源が入っていない可能性が 
ありますので、確認してください。 

— 


入力選択が合っていない可能性があります。 
riNPUT/EXIT」 ボタンを巧して電源ランプが 
緑色に点口している間に riNPUT/EXIT」 ボタ 
ンを押して入力切り替えをおこなってください。 

P10 
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困ったとさ（つづさ) 


表示されないときは… I 


症状 

：!犬態 

原因と対処 

参照 

突然画面び表示されなく 
なつた 

正常に表示されていた画面 
が、暗くなったり、ちらつ 
くようになったり、表示し 
な<なった場合 

信号ケーブルの接続び外れていませんか？ 
接続されている全てのケーブルを抜いて再接続 
して < ださい。 

P 1 己 

オフタイマー機能により電源が自動的にオフし 
ていませんか？再度電源スイッチをオンしてく 
ださい。 

P 33 

電源自動オフ機能により電源び自動的にオフし 
ていませんか？再度電源スイッチをオンして設 
定をお認してください。 

P 33 

新しい液晶ノ（ネルとの交換び必要です。販売店 
または「修理相談窓□」にご相談ください。 

※液晶ディスプレイに使用している LED バックラ 
イトには寿命びあります。 

P 4 色 

表示状態びおかしい 

画面上に黒点（点なしない 
点）や輝点（点なしたまま 
の点）びある 

お晶パネルの特性によるちので、故障では 
ありません。 

P 9 


表示内容によってはこのよラな症状び生じる 
ことびありますび、液晶ノ（ネルの特性による 
をので、故障ではありません。 

— 

画面表の明るさ[しムフか 
ある 

画面に薄い縦福の陰が見え 
る 

表示内容によってはこのよラな症状び生じる 
ことびありますび、液晶ノ（ネルの特性による 
をので、故障ではありません。 


細かい模様を表示すると 
ちらつをやモアレが生じる 

細かい模様を表示するとこのよラな症状び生じる 
ことびありまずび、液晶パネルの特性によるもの 
で、故障ではありません。 

— 

線の太さなどびぼやける 

1 920 x 1 080し义列の解像度を表ホすると、この 
ような症状び生じることびありますび、故障では 
ありません。 PC の出力解像度を1 920 X ] 080に 
設定してください。 

または、 0 SD 画面により「シャープネス」を調節 
すると軽減でをる場合びありまず。 

アナ□グ接続の場合は、けートセットアッスを 
実行すると軽減でをる場合びあります。 

P 38 

表示エ1」アがの非表示部分 
に「残像」び生じる 

表示エ U アが画面いっぱいでない場含、長時間 
表示すると、このよラな症状が生じることが 
ありますが、液晶パネルの特性によるちので、 
故障ではありません。 

P 8, P 51 

画面を見る角度によって 
色がおかしい 

視野角（画面を見るち度）によっては、色あい 
の変化び大きくなります。本機の画面の角度を 
調節してください。 

P 22, P 52 

画面の表示状態が変わって 
い< 

液晶パネルは LED バックライトを使用しているた 
め、使用時間の経過に伴い表示状態び少しずつ変 
化します。また、周囲の温度によっては画面の表 
示状態び影響を受けることびありますび、液晶パ 
ネルの特性によるちので、故障ではありません。 


画面を切り智えてち前の 
画面の像が薄<残っている 

長時間同じ静止画面を表示すると、このよラな 
「残像」という現象が起こることがあります。 
液晶パネルの特性によるをので、故障ではあり 
ません。 

P 8， P 已1 
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困ったとさ（つづさ) 


表示されないとさは… 
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いさ 

んぐ 


症状 

状態 

原因と対処 

参照 

表示状態びおかしい 

表示び横長に伸びている 

1 920 x 1 080しソ外の解像度を表示すると、この 
ような症状び生じることびありますび、故障ではあ 
りません。コンピューターの出力解像度を1920 

XI 080に設定してください。 

または、 0 SD 画面により「画面サイズ」を 
「アスペクト」に設定してください。 

P 30, P 38 


表示色がおかしい 

日 SD 画面を表示し、し:!下の項目を確認して< 
ださい。 

P 28 



• 0 SD 画面び正常に表示されない場合は故障 
の可能性びあります。 

販売店または「修理相談窓□」にご相談く 
ださい。 

P 46 



• 正常な状態で 0 SD 画面び表おされた場合は、 
「画質」の rUSERJ を選択し、お好みで色の 
割合を調節するか、「オール u セット」で工場 
出荷設定に戻してください。 

P 2 目, P 34 



• 0 SD 画面び正常に表示され、色を調節してを 
コンピューターの画面び正常に表示されない 
場合は、コンピューターとの接続、コンピュー 
夕一の周波数、 解像度、出力信号の種類を確認し 
て < ださい。 

P 15, P 38 



• ケーブルの接続不良でち、発生する場合びありま 
ず。接続状態を再お認してください。 

P ] 已 


画面びちらつ< (分配器を 
使用している場合） 

分配器を中継させず、コンピューターと直接 
接続してください。 

P ] 已 


画面びちらつく（上記し U 外 
の場合） 

日 SD 画面を表示し、し U 下の項目を確認して 
<ださい。 

P 28 



• 0 SD 画面び正常に表おされない場合は、故障 
の可能性びあります。販売店または「修理巧 
談窓□」にご相談ください。 

P 46 



参正常なが態で 0 SD 画面び表示された場合は 
「調整」の「位相」を選択し調節してくだ 
さい。 

P 31 



• 0 SD 画面び正常に表示され、「位相」を調節し 
てもコンピューターの画面び正常に表示されな 
い場合は、コンピューターとの接続、コンピュ 
ーターの周波数、解像度、出力信号の種類をお 
語してください。 

P 15, P 38 



•上下にちらつく場合は、コンピューターの 

U フレッシュレートを日 OHz に設定してくだ 
さい。 U フレッシュレートの設定びできな 
い場合は 「EDID SELECT 」 を PC に切り替 
えて < ださい。 

P 34 


画面び切れている（全て表 
示されない） 

♦才ーバースキャンを「しない」に設定して 
<ださい。 

P 30 
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困ったとを（つづを) 


表术されないときは… 


を状 

状態 

原因と対処 

参照 

表示状態がおかしい 

AV タイミング 480 i の信号 
を入力した際に画面がちら 
つ< 

4801の信号び入力された場合はコンテンツに 
よつてはちらつきび発生する場合びありますの 
で、 AV 機器側の解像度設定を他の信号タイ S 
ング （480 p 、 1080し720 P 、 1 080 p ) に 
切り替えてご使用ください。 



案內画面/を意画面が表示されたら… 


症が 


原因 


対処 参照 


画面に「N0 S に NAU が表示 
されたX’1 


VIDEO INPUT 


画 D-SUB 
N 0 SIGNAL 


< INPUT キーで入力巧おできます） 


画面に rOUT OF RANGE」 び 
表示された*2 


VIDEO INPUT 


D-SUB 

OUT OF RANGE 


( INPUT 牛 一 f 人力勇侯でさます > 


信号ケーブ J レが本機または〕ンピュ 
ーターのコネクターに正し < 接続さ 
れていない可能性があります。 


信号ケーブルが断線している可能 
性があります。 


コンピューターの電源が切れてい 
る可能性があります。 


コンピューターのパワーマネージ 
メント機能が作動している可能性 
があ0ます。 


HDCP 対応の機器を接続した場合 
は、すぐに画面が表示されないこ 
とがありまず。 


本機が対応していない信号が入力 
されている可能性があります。 


本機の対応する解像度よりち高い 
解像度の信号を入力しています。 


信号ケーブルを本機およびコンピ 
ユー ターのコネクターに正しく接 
続してください。 


信号ケーブルが断線していないか 
確認してください。 


コンピューターの電源が入ってい 
るか確認してください。 


マウスを動かすかキーボードのキ 
一を押して < ださい。 


数砂程度お待ち < ださい。 


本機に適切な信号が入力されてい 
るか確認してください。コンピュ 
一夕一の解像度またはリフレツシ 
ュレートを変更してください。 


コンピューターの解像度を変更し 
て < ださい。 


P 1 己 


P 39 


P 38 


P 38 


《 ] コンピューターによっては、解像度や U フレッシュレートを変更してち正規の信号がずぐに出力されないため、 

ミ主意画面が表おされることがありますが、しばら<待って画面が正常に表示されれば、入力信号は適正です。 

《2コンピューターによっては電源を入れても正規の信号がすぐに出力されないため、注意画面が表示されることが 
ありますが、しばら<待って画面が正常に表おされれば入力信号の周波数は適正です。 


ち 

ぐ 

じ 


ご 
使 
前用 
にの 


めま 
にを 
.の 

Ilk 


お使 
願用 
い上 
の 


はさ 
た部 
5 の 
さ 


使 

巧 

準の 

備 


1 


と困 
をつ 
た 


付 

録 


解用 
説語 


いさ 
ん< 


43 




























































困ったとさ（つづさ) 


症状 

原因 

対処 

参照 

お像度や色数が変更でをない/ 
固定されてしまう 

正しく信号び入出力でさないこと 
びまれにあります。 

本機とコンピューターの電源をいった 
ん切0、わラー度電源を入れ直して< 
ださい。または、 DVI - D 入力であれば 
に DID SFI FCTlBBEg ■を切り替 
えてください。 

P 10, P 34 


Windows ® をご使用の場合は、 
Windows ® セットアップのインス 
トールが必要な可能性があります。 

Windows ® セットアッブ晴報を当社ホ 
ームページからダウン□ードし、コンピ 
ューターにインストールしてください。 

P 2 已 


Windows ® セットアップをインス 
トールしてち設定の変更び不可能 
な場合、または Winclows ® li (外の 
0 S をご使用の場合は、グラフィ 
ックボードのドライバーび 0 S に 
正しく認識されていない可能性び 
友 D ます。 

グラフィックボードのドライバーを 
再インス!-ールしてください。再イ 
ンス1ルに関しては、コンピュー 
夕 一の取扱説明書を ご参照いただ < 
か、コンピューターのサポート機関 
にお問い合わせください。 


スピーカー か S 音が出ない 

オーディオケーブルび本機または 
コンピューターのコネクターに正 
し<接続されていない可能性びあ 
ります。 

正しく接続されているか確認くだ 
さい。 

P 17 


へッドホンが接続されている場を 
スピーカーから音は出ません。 

へッドホンをがしてください。 

P 19 


音量び最小になっている、または 
消音機能びオンになってし、る可能 
性びあります。 

0 SD メニューの「音声： ■< 」で 

音量を調節、または消音メニューで 
「しない」を選択してください。 

P 32 


「音声逞択」で 「 PC 」 を選択して 
いる場合、オーディオ端子側のみ 
を認識しています。 

HDMI 接続時には「音声選択」で 
「自動」を選択してください。 

P 32 

AV 機器の映像が何ち映6ない！ 
または、画面に「N0 SIGNAL」 

び表示された 

一部の AV 機器を接続した場合は、 
すぐに画面び表示されないことび 
あります。 

数砂（已〜30秒）お待ちください。 
数秒待ってを画面び表示されない場 
合は、下記の操作をおこなってくだ 
さし、。 

•本機の電源スイッチを切り、電源 
を乂れ直して < ださい。 

•一旦、電源コードを含む全ての 
ケーブルをなさ、接続し直して 
ください。 

参 A V 機器側の電源を切り、電源を 
入れ直してください。 




入力選択がをっていない可能性が 
あります。 riNPUT / EXIT 」 ボタ 
ンを押して電源ランプが緑色に点 
灯している間に riNPUT / EXIT 」 
ボタンを押して入力切り替えをお 
こなって < ださい。 

pia P 34 


その他 


ii 


いさ 

んぐ 



ち 

< 

じ 



前 

JZ 

ご 

使 

用 

到 

"to 

に 

安 

の 

願 

い 

W 

用 

上 

の 

た 

ら 

言 

部 

の 



準 

ji 



機 

能 

■ 

と 

を 

■ 

困 

二） 

た 


44 











































困ったとさ（つづさ) 


本機を廃棄するには（リサイクルに関する情報) 


当社は環境保護に強く関わっていをまず。環境に対する該響を最ル限にずるために、 U サイクルシステムを会社の最重要 
課題の一つとして考えておりまず。また、環境に優しい製品の開凳と當に最新の旧0や TCO の標準に従って行動するよう 
努力していまず。 

当社の使用ミきみディスプレイの U サイクルシステムの詳細については当社ホームぺージをご覧ください。 
www . MitsubishiElectric . co . jp / home / displav/environment 

なお、資源有効利用促進まに基づく当社の使用ミ斉みディスプレイの U サイクルのお問い合わせは下記へお願いします。 


情報機器 リサイクルセンター 

家庭あ（個人ユーザー様）の窓 □ 

事業系（法人ユーザー様）の窓 □ 

TEL 03-34 已己-色107 
www . Dc - eco.iD 

TEL 03-34 已已-色106 
www . diarcs.com 

受付時間± .曰.祝日を除く午前9:00〜午を已:〇〇 

また、これし U 外の所定の休日につきましてを体ませていただきますので、ご容赦願います。 


ディスプレイの回収-リサイクル 

資源有効利用促進法に基づき、家庭から出される使用済みディスプレイの回収- U サイクルをおこなう " PCU サイクル’’ 
び2003年] 0月より開始されました。当社ではこれを受け、回収.リサイクル体制を構築し、2003年10月1曰より 
受付しております。2003年10月しソ降購入されたディスプレイのうち、銘板に " PCU サイクル"び表示されている製品 
は、ご家庭からの排出時、当社所定の手続きにより新たな料金負担なしで回収- U サイクルいたします。事業者から排出 
される場合は、産業廃棄物の扱いとなります。 


個入で、ご購入いただいたお客様の PC リサイクルシール申込 

" PCU サイクルマーク"の表示び無い兰菱ディスプレイでも、下記の U サイクル窓□ホームぺージより、お申し込みし)ただければ 
" PCU サイクルシール"を無償でお送りし)たします。 


リサイクル窓□ホームページ： 
www . pc - eco.jp 

ごま意： 

法人（事業者）のお客様で、ご購入頂いた=菱ディスプレイ 
は、 P 巳 U サイクルマーク対象外です。シールび貼付けられ 

画因の （ PCD ヴィクルマ—ク申込からお入りくたさい。 

ていても廃棄時は産業廃棄物としての扱いとなります。 
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困ったとを（つづさ) 


保証と アフターサービス 


• この製品には保証書を添付しています。 

保罰書は必ず「お買い上げ曰■販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取り<ださい。 

内容をよ<お読みのあと、大切に保存して<ださい。 

• 保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または「修理相談窓口」にご相談ください。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。 

• この液晶ディスプレイは曰本国内用として製造-販売しています。 

日本国外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。またこの製品に関する巧術相談、アフターサービス 
等も曰本国外ではおこなっていません。 

This color monitor is desi 呂 ned for use in Japan and can not be used in any other countries . 
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技術ホ目談窓 □ (携帯電話- PHS 通話巧/ IP 電話不可） 

修理ホ目談窓 □ (携帯電話- PHS 通話可/ IP 電話不可） 

函フリーダイヤル0120 -71-3322 

函フリーダイヤル0120 -08-1460 

受付時間± .曰.祝日を除く午前9:00〜] 2:00 午後1:〇〇〜已:〇〇 

また、これ外の所定の休日につきましても化ませていただきますので、ご容赦願います。 


アフターサービスを依頼される場合は;欠の内容をご連絡ください。 

参お名前 

• 製造番号（本機背面のラベルに記載） 

参ご住所（付近の目標など） 

•故障の症状、状況など（できるだけ詳しく） 

参電話番号 

• 使用状況 

参品名：己菱液晶ディスプレイ 

( PC およびグラフィックボード け一力一， お名）、 

• お名： RDT 233 WLM 、 RDT 233 WLM ( BK ) 

解像度、入力信号（アナ□グ，デジタル）など） 

• 購入年月日または使用年数 


• 無料出張 サービス 規定 

この製品をお買し化げから1年聞ま r 修理相談窓口」にてデイスプレイに起因ずる障害で修理が必要と判断された場合、 
無料出張サービスを適用します。その隙同おの保証書の提示をお願いします。提示がなし嗎合は、保証期間中でも有料 
となります。出張ヴービスま、日本国内のみ対応します。代替セット媽品とは異なる場合があります。）を無料でお貸 
しし、現品の持ち帰り修理になります。一部の地域で宅配業者の弓 I き取りサービスになる場合があります。 
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個人情報の取り扱い 


• お問合せ窓□におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて 

兰菱電機株式会社は、お客様からご提供いただきました個人情報は、下記のとおり、お取り扱いします。 

1 . お問合せ（ご依頼）いただいた修理-保守-工事および製品のお取り扱いに関連してお客様よりご提供いた 
だいた個人情報は、本目的並びに製品品質' サービス品質の改善、製品情報のお知らせに利用します。 

2. 上記利用目的のために、お問合せ（ご依頼）内容の記録を残すことびあります。 

3. あらかじめお客様からご了承をいただいている場合及び下記の場合を除さ、当社し U 外の第兰者に個人情報を 
提供-開示する事はありません。 

① 上記利用目的のために、弊社グループ会社' 協力会社などに業務委託する場合。 

② 法令等の定める規定に基づく場合。 

4. 個人情報に関するご相談は、お問合せをいただきました窓□にご連絡ください。 
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付録 


再捆包ずるとき 



再個包の際は;夕の手順でスタンドを取りがしてください。 

水平な机の上に本体表示部び下になるように置いてください。 
図のよラにブロックネック背面の最上部 □ ックボタンを指で 
押しなびらスタンド（ブ□ックネックとべーススタンドを 
組み合わせたをの）を外してください。 

取り外したベーススタンドとブ□ックネックは分離して再捆包 
して < ださい。 


ブ〇ックネックび容易に弓 I きあけない場合は、ブ〇ックネック 
背面の凹巧にマイナスドライバーを差し込んで分離させてください。 


f ホ ] iisiy 



A を意 


表示部を下向きに置く際に表示部の下に物を置かないでください。また、突起など無いことを確認し表示部 
を傷つけないようにま意してください。 



• 作業は、平らで安定した場所に柔らかい巧を敷を、液晶パネルを傷つけないよラにしてください。 
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付録（つづさ) 


市販のアームを取り付けるとき 


本機には VESA 規格に準拠した（100 mm ピッチ）巿版のアームを取り付けることびできまず。 

• アームは本機を支えるのに十分なものを選んでください。（本機のディスプレイ部の質量は約 3.8 k 目です。） 


F ホ icig 


• 本機は、スタンドを取り付けた状態でさ種規格要ホ事項を満足しております。 


■ アームを取り付ける際は、下記要領で取り付けてください。 


1 本機、コンピューターおよび周辺機器の電源を切ってか S 、 信号 
' ケーブル、電源コードを取りかしてください。 

その後、本体側のスタンドネツクを取り付けている2本のネジを 
取りがし、スタンドを引き抜いてください。 



♦作業は、平らで安定した場所に柔らかい巧を敷を、液晶パネルを傷 
付けないように下向さに置いておこなってください。 


【スタンドの取りがし】 



ご^アームを取り付ける前に VESA 巧の4本の化粧用の皿ネジを取り外し 
て < ださい。 


参スタンドを取り付ける場合は、逆の手順でおこないます。 

その際は必ずスタンド取り付けに使用していたネジを使ってください。 
仕様の異なるネジを使用されると本機び故障する原因になる恐れび 
あります。 

参ネジを締め付ける際は付け忘れにミ主意し、すべてのネジをしっかりと 
締めつけてください。 

なお、スタンドの取り付けはお客様の責任においておこなラをのとし、 
万一事故び発ちした場合、当社はその責任を負いかねますのでご了を 
ください。 



【 VESA 巧ネジの取りタル】 


3 


《上記アームの取付部あ状は参考例です。 



100 mm 


100 mm 


下記のよラにアームを取り付けてください。 

取付可能アーム： 

取付部厚み2.0 mm 〜 3.2 mm 
VESA 規格準拠 ] 日〇 mm ピッチ 


ネジゆるみ防止のため、すべてのネジを 
しっかりと締めてください。（但し、締め 
付けすざるとネジがこわれることがあり 
ます。目8〜1 37 N ■ cm が適切な締付卜 
ルクです。） 


厚み 2.0 mm 〜 3.2 mm 
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付録（つづさ) 


市販のアームを取り付けるとき（つづき) 


A ま意 

落下防止のために 

参液晶ディスプレイを倒したまま固定できなし化きは、2人む上で取り付け作業をおこなってください。 

落下してけがの原因となりまず。 

• 取り付け作業をおこなう前に、アームの取扱説明書を必ず読んでください。 

また、地震などでの製品の落下によるけがなどのを害を軽減ずるために、設置場巧などは必ずアームメーカーへご相談願 
います。 

万一、地震などで落下の恐れがある場所での就寝はしないでください。 

• アームの取り付けはお客様の責任においておこなってください。 

万一事故が発生した場合でら、当社はその責任を負いかねまずのでご了承ください。 


义災や感電防止のために 


• アームを取り付ける際は、必ず下記に示すネジを使ってください。 

それけがのネジを使用した場合は、本機び故障したり义災や感電の原因になる恐れびあります。 

緩み止めスプ U ングワッシャ付き M 4 ネジ（長さ ] 2〜1 4 mm ) 

•アームを取り付けて使用される場合でも、90°回転や180°回転した状態で使用しないでください。 
内部に熱びこをり、义災や感電の原因になります。 


0 

禁止 [ 


0 


ち <じ 


ご使用の 
前に 


ち全のた 
めに•： 


使用上の 
お願い 


各部の 
はた5さ 
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付録（つづさ) 



ここでは、本書で使用している専門的な用語の簡単なお説をまとめてありまず。また、その用語がまに使用されている 
ページを掲載しておりまずので、用語か己操作に関ずる説明をお探しいただけまず。 


10 ビットガンマ機能 P3 

RGB 各色2已已階調の映像信哥こ、10ビットのを階調化されたルックアップテー刀レをま用。 

より高精度なコントラスト'色あい補正を行ラことびでをます。さめ細かくなめらかな階調表現び得られるととちに、色の 
分解能び向上し、色巧正に欠かせなしげンマ補正を高精度に行うことびできます。 


コントラスト'色あい 
調節イメージ 




-1-1-1-1-1-1 - 


— I — I — I — I—I 三才-づ-二 


ニニ 1ニニ 1^ —1— ——1 — H 


_ つ—二 


1 1 3 3 3 3 — 


— ~ •! — . - - _1-_1 -- 


r = -1- - i —— i -- 1 -- i - q - q - 二 


ディスプレイ表示イメージ 



10ビットガンマ補正機能なしの場合 



10ビットガンマ補正機能ありの場合 


CR オプティマイザーに RO:Contrast Ratio Optimaizer) P30, P 己 2 

映像の明るさに応じて、ノ（ックライトの輝度を U アルタイムに制御します。画面全体び暗い場合でち、深みのある黒を映し出 
します。 

DDC 2 己規格 （Display Data Channel) P39 

VESA び提唱する、ディスプレイとコンピューターとの双ち向通信によってコンピューターからディスプレイのさ種調 
節機能を制御する規格です。 

DDC/CI 規格 （Display Data Channel Command Interface) P 己 2 

ディスプレイとコンピューターの間で、設定情報などを双ち向でやり取りでさる国際規格でず。 

DPM (Display Power Management) P39 

VESA び提唱する、ディスプレイの省エネルギー化に関する規格でず。 DPM では、ディスプレイの消費電力状態を 
コンピューターからの信号により制御します。 

DV MODE (Dynamic Visual MODE) P30 、 P3 己 

表示する内容に合わせて適切な画面を選択ずる機能で、静止画び「スタンダード」 nv テキスト」「フォト 」 rsRGBj 
動画び nvj 「シネマ」「ルックアップ」の合計7つのモードから選ぶことびできます。 

DVI-A 端子 （Digital Visual Interface-Analog) PI 己， PI 6 

アナログ入力のみに対応している DVI 端子です。 

DVI-D 端子 （Digital Visual Interface-Digital) PI 己， PI 巨 

デジタル入力のみに対応している DVI 端子です。 

DVI-I 端子 （Digital Visual Interface-Integrated) PI 己， PI6 

デジタル入力とアナログ入力の両方に対応している DVI 端テです。接続するケーフルあるいは変換アダプターによって入力 
の使い分けび可能となります。 

HDCP (High-bandwidth Digital Content Protection System) P 己 2 

デジタル映像信号を暗号化ずる著作権な護システムでず。 HDCP に対応した映像機器を接続することにより、 HDCP 
でな護された映像コンテンツを視聴することびでさまず。 

HDMI (High-definition Multimedia Interface) PI 己， PI 己， PI 8 

DVD レコーダー/プレイヤーなどと接続できる AV 用のデジタルインターフェイスです。コンポーネント映像信号と音 
声信号、制御信号を1本のケーブルで接続でさます。 

Plug&Play P39 

Windows ® で提唱されている規格でず。ディスプレイをはじめとした各周辺機器をコンピューターに接続するだけで 
設定をせずにそのまま使えるよラにした規格のことでず。 

sRGB 規格 P30, P36 

IEC(lnternational 曰 ectrotechnical 巳 ommission ) により規定された色再現国際規格です。 sRG 巨対応のディスプ 
レイなら、ネットワーク上でどのディスプレイでを色調を揃えることびでさる規格で、対応プ U ンター、スキャナー、 
デジタルカメラなどとの色合わせもし易くなります。 


已〇 



















































付録（つづさ) 


用語解説（つづさ) 


VESA 規格 （ Video 曰 ectronics Standards Association ) P 39, P 48, P 己吕 

ビデオとマルチメディアに関連する標準のお立を目的として提唱された規格です。 

位ホ目 P 31 

アナ□グ映像信号の A / D 変換用サンプ U ングク□ックの位相調節機能でず。これを調節することにより、文字のにじみ 
や横ち向のノイズをな< したりすることびでをます。 

応答速度 P 己2 

表示している画面を変化させたとさの画面の切り替わりのまさ（追従性）のことで、数値びルさいほど応答速度はまく 
なります。応答ま度は黒^白^黒の階調変化に要する時間の合計です。 

才ーパースキャン P 30, P 42 

ディスプレイの表示画面において、入力有効画像の外周部を表示画面からはみだした状態で表示させる事ですりまみ出 
した部分は、画面には表示されません）。通常のテレビは、オーバースキャンの状態で調節されています。 

輝度 P 己2 

単位面積あたりの明るさのことで、数値び大きいほど表示画面び明るくなります。 

コントラスト比 P 己吕 

白と黒の明るさの比率のことで、輝度び同じであれば、数値び大さくなるほど画面にメリノ VI 」び出ます。 

コンポーネント映像信号 （ YPbPr 信号） P 3, P 18 

映像信号を輝度信号 （ Y ) と色系統信号（ホ系 （ P 「） /青系 （ Pb )) に分けて送り、受け側の表示機器で画面に映すと 
さに合成して映像にします。輝度信号と色系統信号び分けて送られるため、従来のアナ□グテレビ放送などで発生し易 
い不要な色付をや色にじみなど画質の悪化を巧えることびでさまず。 

残像 P 8, P 41 

残像とは、長時間同じ画面を表示していると、画面表示を変えたとさに前の画面表おび残る現象ですび故障ではありま 
せん。残像は、画面表示を変えることで徐々に解消されますび、あまり長時間同じ画面を表示すると残像び消えなくな 
りますので、同じ画面を長時間表示するよラな使いちは避けてください。「スク U —ンセーバー」などを使用して画面 
表示を変えることをおすすめします。 

視野ち P 己2 

斜めから見た場合など、規定のコントラスト比び得られる角度のことで、数値び大さいほど広い範囲から画像を見るこ 
とびでさます。 

水平周波数/垂直周波数（リフレッシュレート） P 38, P 己吕 

画面に表示される画像データは、走査線と呼ばれる線び集まって構成されてしほす。 

水平周波数：1秒間に表示される走査線の数のことで、水平周波数31.已 kHz の場合、1秒間に走査線を31,已00回 
表示するといラことです。 

垂直周波数 （ U フレッシュレート）：1砂間に画面を何回書さ替えているかを表します。垂直周波数び日 OHz の場合、1秒 
間に画面を己0回書さ替えているといラことです。 

ダイナ S ックコントラスト P 30 

映画にをい暗びりのシーンでは細部の描写びつぶれてしまいます。それを防ぐために黒階調をバランスよく自動調節で 
強調し、階調再現性を向上させる技術です。 

チルトち度 P 22, P 己吕 

ディスプレイ画面を上向きや下向きに動かせる角度のことです。 

ノータッチオートアジャスト/ NTAA (No Touch Auto Adjust ) P 39 

コンピューターから新しい信号を受信ずるたびに自動的に画面を適切なが態にずる機能です。 

パワーマネージメント機能 P 39 

コンピューターを使用しない時に本機の消費電力を巧減するために組み込まれた機能です。コンピューターび一定時間使 
用されていない（一定時間しツ上キー入力びないなど）場合に、電力消費をほ下させます。再度コンピューターび操作され 
たとさには、通常の状態に戻ります。 

表示画素数/解像度 P 38, P 己2 

一般的には「解像度」と呼ばれています。1画面あたりの横ち向と縦ち向の画素の数を表します。表示画素数び大きいほ 
どをくの情報量を表示することびでをます。 


已1 



































付録（つづさ) 



お名 

RDT 233 WLM 

RDT 233 WLM (巨 K ) 

列'お寸法 （ mm ) 
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P：iO 1 

液晶 y てネル 

サイズ（表示サイズ） 

23型 (58.4 cm ) 

液晶方式 

TN 、 ノングレア（反射防止） 

有効表示領域 

巳09.2 X 286.4 mm 

表示画素数 

1白20 X 1080 

画素ピッチ 

日.2目曰 mm 

表巧色 

約1目77万色 （1 日億色433万色中） 

視野角 

左ち17ぴ、上下1日 Cr (] ントラスト比 10) 

輝度（標準値） 

2己0巳 d / m ^ 

コントラスト比 

8000 ；1脚〇非動作時 1000:1) 

応答速度 

巳 ms 

パ’ックライ K 

白色 LED 

PC 入力 

水平周波数 

31.己〜 82.3 kHz 

垂直周波数 

已巨〜7己 Hz 

ビデオ信号 

デジタル RGB 、 アナ□グ RGB 

同期信号 

TMDS 、 セパレート同期信号 （ TTL ) 

信号入カコネクター 

デジタル入力： DVI - D ( HDCP 対応※ 2 ) 、 HDMI 
アナ□グ入力：ミニ D - SU 日1已ピン 

ビデオ入力※1 ( PC 入カコネクターと共用） 

□ VI - D ( HDCP 対応)、 HDML ミニ D - SU 日1已ピン(コンポーネント） 

音青入出力 

入カコネクター 

の3.己 mm ステレオ S ニジャック 

スピーカー 

1 W +1 W (ステレオ） 

ヘッドホン 

¢3.已 mm ステレオ S ニジャック 

適含法規格等 

安全 

電気用品安全法、 S-TUV 

不要歸射 

VC 巳 1- 目、低周波電磁界ガイドライン 

省エネルギー基準 

国際エネルギースタープ□グラム 

エルゴノミクス 

ISO 13406-2 (準拠） 

プラグ & プレイ 

VESA DDC 2 巨 

その他 

PC グ U - ンラベル (★★☆ 2010年度版)、グ1」ーン購入ま、 J - Moss 、 DD 巳/ CI 、 Windows ®? 

使用環境条件 

''曰を 
/血!文 

己〜3己で 

湿度 

30〜80% (結露のないこと） 

電源 

電源入力 

AC 100-240 V 曰0/色 OHz 

消費電力 

標準 

3己 W 

省エネモード 

スリープモード時：日.3已 WU (下/オフモード時 ：0.2 W 政下 （ AC 1 日 0 V 時） 

電源入カコネクター 

3 P IEC タイプ 

質量 

ディスプレイ 

本体 

スタンド含む 

約4.31<夏 

スタンドなし 

約3.81<夏 

キャビネット色 

ホワイト 

ブラック 

捆包状態（質量/寸法） 

約己'71<呂/已〇日 （ W ) X 407 ( H ) X 143 (□) mm 

チルト角度/スイーべル角度/高さ調節 

上2ぴ、下已 U /機能なし/ブ□ックネック x 3 (3 日 mm / 段） 


巧! MU • 本仕様は予告なく変更される場合びあります。 

I け … ■ 1 ♦ 解债度1日 20x1 08□し U 外の信号を入力した場合、信号によって文字びにじんだり図形び歪んだりすることびありまず。 

♦ 本機の有効ドットの割合は、日日.日日目己％切上でず。 

参付属の電源コードは、国内10 0V 商用電源対応です。 

♦ 本機は、スタンドを取り付けた状態で各種規格要求事項を満足しております。 

480i の信号び入力された場合はコンテンツによってはちらつさび発生する場合びありますので、 AV 機器側の辭债度設定を他の信号 
cp タイミング(48邮、1080し720 P、] 080がに切り替えてご使用ください。 

《2 Machintosh での HDCP 対応は非ヴポートです。 
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付録（つづを) 


さ < いん 


CRO(] ントラストレシオオフ。ティマイサ。-) . 30 

DDC 2日規格 . 39,50 

DDC/CI. 34 

DDC/CI 規格 . 50 

DPM. 39.已〇 

DVI- □端子 . 1已,1已，已日 

DVI -け祐子 . 1已,16,已曰 

DVI-D- DVI-D ケーブル . 4,1己.16 

DV MODE. 30.3巨 

ECO PROF. 26,33 

ECO 設定 . 26,33 

EC 曰メーター設定 . 26.33 

LED バックライト . 41 

Macintosh. 4,16 

MENU/ ▼ボタン . 10,24,26,28 

NTAA (No Touch Auto Adjust) .39 .已] 

NO SIGNAL. 43.44 

OSD.34 

OSD 画面の構成 .27 

OSD 基本操作 .28 

OSD 表示時間 . 3已 

OSD 水平位置 . 3日 

OSD 垂直位置 . 3己 

OUT OF RANGE. 43 

Plug&Play. 39.50 

HDCP. 已曰 

INPUT/EXIT ボタン . 10,24 ,28 

VES 冉規格 . 39,48.己] 

Windows® セットアップ情報 . 2已 

<ボタン . 10,24,2巨.28 

>ボタン .10,24.26,28 


アフターサービス . 46 

アース U- ド線 . 已,21 

安全のために必ずお守りください . 巳〜7 

施 . 29 

胃 & . 29 

位相 . 31,己] 

色温度 . 29 

色あい . 29 

色のこさ . 29 

映傲モード . 3曰 

オーバースキャン . 3,3日,己] 

オーディオケープル . 4，17 

オートセットアップをする . 24 

オートセットアップ . 31 

オールリセット . 34 

オフタイマー . 33 

応菩速度 . 51,52 

B ま . Sd 

箭 . 32 

■■ _ 

外お寸法 . 已2 

回収 . 45 

解债度 . 38,已1，已2 

画質 . 29 

画面サイズ . 3曰，3巨 

画面に何を映5ない . 40 

画素ピッチ . 已2 

ガンマ . 3,51 

角度を調節する . 22 

拡大-スムージングファイン機能 . 39 

簡易表示機能 . 39 

各部のはたらを .] 曰， 1] 

グリーン購入法 . 己2 


黒白伸張 . 30 

言語切換 . 3已 

ケーブルホルダー . 1 1.20 

つントラスト . 29 

コントラスト比 . 已]，已2 

コネクターとケーブルの対応表 . 16 

工場プ U セットタイ S ング . 38 

黒点/禪点 . 41 

輝度 . 已0,已2 

個人情報の取り扱い . 46 

困つにとを . 4曰 

故障かな？と思ったら… . 40〜44 


再捆包するとを . 47 

残傲 . 8,41，已] 

使用上のお願い . 8,9 

雌 . 52 

情報 . 35 

信号入カコネクター . 11,52 

信号ケーブル . 4,1己1白 

信号ケーブルを接続する . 1日，1白 

使用環境条件 . 己2 

修理ネ目談窓 □. 46 

視野角 . 已2 

市販のアームを取り付けるとを . 48 

垂直周波数 . 38,已]I己2 

水平位虐 . 31 

垂直位置 . 31 

水平周波数 . 38,已]I己2 

水平サイズ . 31 

推契信号タイ S ング . 38 

シャープネス . 30 

消費電力 . 39.52 

省エネ電力量リセット . 33 

消胃 . 32 

消画モード . 33 

白色 LED. 已2 

入力自動切撰 . 34 

麵 . 52 

スタンド . 10,13,14,47,48 

スピーカーか5音び出ない！ . 44 

ス U —プモード . 39 

接続 . 1日，16，17 

設置する . 22 

セットアップガイド . 4 

操作□ック . 34.37 

操作ボタン . 10 


ダイナ S ックコントラスト . 30 

チ J レ!-角度 . 22万2 

ちらつ< . 43 

調舊 . 31 

テストパターン . 23 

適合規格等 . 己2 

電源入カコネクター . 1 1.20.52 

電源ランプ . 10.40 

電源コード .4,20.21 

電源自動オフ . 33.40 

電源スイッチ . 10 

電源を入れる . 23 

電源を接続する . 20 

電源電圧 . 21，已2 

電源プラグ . 21 


電源容量 . 20 

盗難防止用□ック巧 . 11 

同期信号 . 39.52 


廃棄する . 45 

パワーマネージメント機能 . 39,50 

表お& . 4吕 

表示画素数 . 39,52 

表示びおかしい . 41 

表おされない . 40 

ビデオ信号 . 已2 

付属 □□. 4 

プ□ックネック . 4,13,14,52 

付録 . 47〜53 

プライトネス . 吕9 

ブラックレベル . 吕9 

へッドホン端子 . 10，19 

へッドホンを接続する . 19 

ベーススタンド .4,13.14.47 

ホットキー設定 . 34 

本体正面 . 10 

本体背面 . 11 

変換アダプター . 15.16 

保証とアフターサービス . 46 

保証書 . 4,46 


ミこ D-SU 巨]己ピン .4.11.1 曰.16 

緑 . 29 

ユーザーメモ U- 機能 . 38 

有効表示領域 . 曰2 

用語解説 . 曰0,己1 

リサイクル . 45 

□ック解除 . 37 
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